參 YAMAHA 

デジタルヴウンドプ□ジェクター 


YSP-900 

取扱説明書 


ヤマ八デジタルサウンドプ□ジェクター YSP -90 日をお買し化 
ばいたださまして、まことにあ0がとラございます。 

•本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年支障な 
くお使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書と保 
謡書をよくお読みください。お読みになったあとは、保証書 
と共に大切に保管し、必要に応じてご利用ください。 

•保証書は、 r お買上げ日、販売店名」などの記入を必ず確かめ、 
販売店からお受け取りください。 


イ呆証書別添付 


ま全上のご注意 

孫前こ、必ずこの r ま全上のごま脂く抗売みくださし、。 


ここにおしたま意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々へのち害や財厘への損害を 
未然に防止するためのものです。必ずお守りください。 

お読みになったあとは、使用される方びいつでち見5れる所に必ず保管してください。 

■ 記号表巧にごいて 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよラな意味びあります。 


AA 

「ご注意ください」というま意喚起を示します。 

0 ®®®® 

「〜しないでください」という「禁止」を示します。 

0 ® 

r 必ず実巧してください」という強制を示します。 


■ r 警告 J と n 主意 J について 


下、誤った取り扱いをすると生じることび想定される内容を、ち害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、 
「警告」と惜意」に区分して掲載しています。 


A 警告 


この表示の欄は、 r 死 t する 
可能性または重傷を負ラ可能 
性げ想定される」内容です。 


A ミ主意 


この表示の欄は、「傷害を負 
ラ可能性または物的損害が発 
生する可能性び想定される」 
内容です。 


A 警告 


電源'/電源コード 


mm 


〇 

化ずき巧 


電源プラグは、見える位置で、手が届<節固のコ 
ンセントに接続ずる。 


万一の場合、電源プラグを容易に引き抜くためです。 


禁止 


電池を充電しない。 

電池の破裂や液ちれによ0火災やけびの原因にな0 
ます。 


プラグを巧< 


下記の場合には、すぐに電源を切り、電源プラグ 
をコンセントから抜く。 

♦ 異常なにおいや音がずる。 • 煙が出る。 

• 内部に水や異物が混入した。 


そのまま使巧すると、火災や感電の原因になります。 



電源コードを傷つけない。 

♦ 重いちのを上に載せない。 

♦ステープルで止めない。♦加工をしない。 

参熱器具には近づけない。参無理な力を加えない。 


な線びむさ出しのまま使用すると、火災や感電の原因に 
なります。 


〇 

察止 


電池からもれ出た液には直接觸れない。 

液び目や□に入ったり、皮膚についたりした場合はすぐ 
に水で洗い流し、医師に相談してください。 


分解禁止 


分巧禁止 


分解-改造は厳禁。キャビネットは絕巧に開けな 
い。 

火災や感電の原因になります。 

修理-調整は販売店にご依頼ください。 


〇 

化ずき巧 


必ず AC100V (己 0/60HZ) の電源電圧で使用 
する。 

それ切外の電源電圧で使巧すると、火災や感電の原因に 
なります。 
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設置 


水めれ禁止 


本機を下言己の場所には設置しなし、。 

• お室-台所*海岸-水辺 
♦ 加湿器を過度にきかせた部屋 
♦雨や雪、水びかかるところ 


水の混入により、火災や感電の原因になります。 



放熱のため本機を設置する際には： 

♦ 布やテーブルク□スをかけない。 

• じゅうたん*カーぺットの上には設置しない。 
• 仰向けや横倒しには設置しない。 

♦ 通気性の悪い狭いところへは巧し込まない。 

本機の内部に熱びこちり、火災の原因になります。 


使用上のを意 


S) 

な止 


放熱用の通風孔か5金属や紙片など異物を入れな 

い。 

火がや感電の原因になります。 


〇 

化ずミ巧 


本機を落としたり、本機び破損した場ちには、お 
ず版売店に点検や修理を依頼ずる。 

そのまま使用すると、火ぶや感電の原因になります。 


接轴尝止 


雷が鳴りはじめた5、電源プラグには触れ 
ない。 

感電の原因になります。 


〇 

巧止 


本機の上には、花瓶-植木鉢•コップ-化粧品- 
薬品-□ウソクなどを置かない。 

水や異物び中に入ると、火災や感電の原因になります。 
接触面び経年変化を起こし、本機の外装を損傷ずる原因 
になります。 


手入れ 


〇 

化ずミ巧 


電源プラグのコやほこりは、定期的にとり 

除く。 


ほこりびたまったまま使用を続けると、プラグびショー 
卜して火災や感電の原因になります。 


A 注意 


電源'/電源コード 


電池 

長期間使用しないときは、必ず電源プラグを 
]ンセントから巧く。 

兼や感電の願になります。 

プラグを巧< 

電池は極性表示(プラス+とマイナスー)に従っ 
■ B r . 正しく入れる。 

間違えると破裂や液もれにより、火災やけびの原因にな 

0 ず実行 0 ます。 

めれた手で電源プラグを巧き差ししない。 

感電の原因になります。 

めれ手禁止 


乂八、、指定 L ソタ1•の電池は使用しない。また、種類の異な 
fx A る電池や、新しい電池と古い電池を混ぜて使用し 

、、/ なぃ。 

禁止 破裂や液もれにより、火がやけびの原因になります。 

電源プラグを巧くとさは、電源コードをひっぱ5 
) なぃ。 

コードび傷つき、火がや感電の原因になります。 

篇止 

電池と金属片をいっしよにポケットやバッグなど 
^ 、 に入れて携帯、保管しない。 

電池びショートし、破裂や液われにより、火がやけびの 
巧止 原因になります。 

電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差 
■ B し込む。 

差し込みび不充分のまま使用ずると感電したり、プラグ 

0 ず美巧 にほこ 0 び堆積して発熱や火がの原因になります。 

電池を加熱•分解したり、乂や水の中へ入れ 
、なぃ。 

破裂や液もれにより、火がやけがの原因になります。 

巧止 

電源プラグを差し込んだとき、ゆるみがある 
pv 1コンセントは使用しない。 

感電や発熱および火災の原因になります。 

禁止 


使い切った電池は、すぐに電池ケースか5取りが 

破裂や液もれにより、火がやけがの原因になります。 

おず実巧 

使い切った電池は、自治体の条例または取りミ夫め 
■ A に従ごて廃棄する。 

0 ず美斤 
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設置 _ 

Q 不ま定な場所や振動する場所には設置しない。 

本機び落下や転倒して、けびの原因になります。 

禁止 


0 

祭止 


直射日光のあたる場所や、温度が異常に高くなる 
場所(暖房機のそばなど）には設置しない。 

本機の外装び変形したり内部回路に悪影響び生じて、 
火災の原因になります。 




ほこりや湿気のをい場所に設置しない。 

ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因に 
なります。 


〇 

化ずき巧 


他の電気製品とはできるだけ離して設置ずる。 

本機はデジタル信号を撮います。他の電気製品に障害を 
あたえるおそれびあ0ます。 


移動 


を 

プラグを巧< 


移動をずるときには電源スイッチを切り、ずべて 
の接続をがす。 


接続機器び落下や転倒して、けがの原因になります。 
コードび傷つさ、火がや感電の原因になります。 


ほ用上のを意 


音が歪んだ状態で長時間使用しない。 

\ スピーカーび発熱し、火災の原因になります。 

禁止 


A 

を意 


環境温度が急激に変化したとき、本機に結露が発 
生ずることがありまず。 

正常に動作しないときには、電源を入れない状態でしば 
らく放置してください。 


禁止 


業務用機器とは接続しなし、。 


デジタルオーディオインターフェース規格は、民生用と 
業務用では異なります。本機は民生用のデジタルオー 
ディオインターフェースに接続する目的で設計されてい 
ます。業務用のデジタルオーディオインターフェース機 
器との接統は、本機の故障の原因となるばかりでなく、 
スピーカーを 傷める原因になります。 


手入れ 


〇 

化ず実行 


手入れをずるときには、必ず電源プラグを 
巧く。 

感電の原因になります。 


Q 冀物厳禁 

ベンジン-シンナ ー• ち成洗剤等で外装をふかな 
し、。また接点復活剤を使用しない。 

巧止 

が装び傷んだり、部品が溶解することびあります。 


〇 電源を入れる前や、再生を始める前には、デジタ 
ルサウンドプ□ジエクター音量(ボ U ユーム)を最 
かにずる。 

がず実行 突然大さな音び出て、聴覚障害の原因にな0ます。 
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機器を電源コンセントの近くに設置し、電源プラグに容 
易に手び届く状態でご使用ください。 


音楽を楽しむエチケット 

楽しし宿楽も時と場所によっては大変気に 
なるちのです。隣近所への配慮を充分にし 
ましよラ。静かな夜間にはルさな音でちよ 
く通り、特に低音は床や壁などを伝わりや 
すく、思わ姑ところに迷惑をかけてしまいます。適当な音 
量をむがけ、窓を間めたり、ヘッドホンをご使用になるの 
も 一つの 方法です。音楽はみんなで楽しむちの、お互いに 
むを配り快適な生活環境を守りましよラ。 


lnte\l/3eam 

「インテ U ビーム」 rintell 旧 earn 」 は、ヤマ八株式芸社の商 
標です。 


[CINEMA^^^J 

「シネマ DSP 」 に INEMA DSP 」 は、ヤマ八株式会社の登録 
商標です。 


nn iDOLBYl 

DIGITAL 


ドルビーラボラト1」ーズか6の実施権によ0製造されてい 
ます。「ドルビー 」、 「PRO LOG に」およびダブル□記号 □□ 
は、ドルビーラボラト1」ーズの商標でず。 

DTS および Neo :6 はデジタルシアターシステムブの登録商 
標でず。 

SRSC«) 


IruBass 


TruBasSs SRS と（参）記号は SRS Lab , Inc . の商標でず。 
Tru 巨 ass 巧術は SRS Labs , Inc . からのライセンスに基づ 
を製品化されています。 


巧 

AAC 护 

AAC □ゴマーク^好はドルビーラボラト U —ズの商標で 
す。し U 下はパテントナンバーです。 
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はじめに 


映画館にいるよラなサラウンド空間を実現するためには、いくつちのスピーカーをそろえ、I」ス 
ニングルームのあちこちに設置するのび従来のマルチチャンネルサラウンドシステムの常識と考 
えられてさました。その常識を巧ち破り、煩雑なスピーカーの設置や配線といったネガティブな 
要素を取りのぞいたのび YAMAHA デジタルサウンドプ□ジェクター rYSP-900」 です。 

YSP-90 □は、内蔵した2個のウーファーと21個のルロ径スピーカーをアレー(格テ)状に配置す 
ることにより、ス U ムなデヴインと大迫力のサラウンドサウンドを実現しています。 

ルロ径スピーカーのひとつひとつの遅延時間を微妙にコント□ールすることによって、ルロ径ス 
ピーカー全体でチャンネルごとに指向性の高い音声を作り出します宿声のビーム化)。ビーム化 
された音声の指向性（ビームの角度)は、遅延時間を変えることによって調節しています。 

フ□ントも旧）、フ□ント左 (L)、 サラウンドち (SR)、 サラウンド左 (SL) のそれぞれのチヤンネ 
ル音声に巧して音声のビーム化を行い、投射されたビームは U スニングルームの壁に反射して視 
聴位置に向かいます。そして、ビーム化されたセンターチャンネル (C) の音声を加え、已 .1 チャ 
ンネルの U アルサラウンドを創造します。 

これにより、まるで U スニングルームにいくつちのスピーカーを配置したかのよラなサラウンド 
空間を実現します。 

YSP-900 の機能をフルに活用し、部屋いっぱいに広びる U アルサラウンドの醒酬昧をを分にお 
楽しみください。 


音声ビームイメージ 



板想フ□ントスピーカー位置 


板想サラウンドスピーカー位置 
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はじめに 


9 本機の特長 


デジタルヴウンドプ□ジェクター 
機能搭載 


自動設定機能(インテリビーム） 
搭載 


音に指向性を持たせる（ビーム化する）ことによ 
り、本機1台でサラウンド再生を実現します。 
け下のビームモードでサラウンド再生び可能です。 
• 已ビーム 
参ステレオ+3ビーム 
• 3ビーム 

上記外に、ステレオ再生機能およびマイ 
ビーム機能を搭載しています。 


サラウンド環境の設定を、付属のオプテイマ 
イヴーマイク(高性能測定用マイク）を使用し 
て自動で行うことびできます。ビームの向 
さ-音質を設定し、お使いになるお部屋に合 
わせて最適な視聴空間をつくり出します。 


最新の音響技術に対応 


マイビーム機能搭載 

ビーム化した音声を視聴者に直接向けるこ 
とにより、周囲び騒びしいときにもテレビ 
などの音をはっさりと聞さ取ることびでさ 
ます。I」モコンのキーを巧すだけで、自動 
的にビームの角度を調節します。 

シネマ DSP (デジタル’サウンド* 
フィールド•プ□セッヴー)搭載 

世界の著名なコンヴートホールや劇場など 
で実際に測定した音場情報をちとに作成さ 
れたシネマ DSP を搭載しています。映画、 
音楽、スポーツの中から、お好みのプ□グ 
ラムを選択できます。 

メーカーコード設定機能付 
リモコン 

メーカーのコード（リモコンコード)を設定する 
ことにより、付属のリモコンでテレビ、 DVD 
プレーヤー、ビデオデッキ、ケーブルテレビ/ 
BS デジタルチューナーを操作でさます。 


L ソ下の信号方式に対応したデコーダーを搭 
載しています。 

参ドルビーデジタル 

DVD び標準探用している音声フォー 
マットです。 

• DTS (デジタル-シアター-システムズ） 
DVD び採巧している音声フォーマット 
です。 

• AAC (アドバンスト’オーディオ-コーディング） 
BS デジタル放送や地上デジタル放送び 
採用している音声フォーマットです。通 
常の2チヤンネルステレオ音声に加え、 

已 . 1チヤンネルのサラウンド音声やを言 
語の放送を可能にしています。 

• ドル ビープ □□ジック 

2チヤンネル音声で記録されたソースを 
サラウンド再生します。 

• ドルビープ□□ジックII 

2チヤンネル音声で記録されたソースを 
サラウンド再生します。映画用、音楽 
用、ゲーム用のサラウンドモードび用意 
されています。 

• DTS Neo :己（ネオ-シックス） 

2チヤンネル音声で記録されたソースか 
5最大日チヤンネルを巧出し、サラウンド 
再生します。本機では、已チヤンネルの再 
生モードを使用します。映画用、音楽用の 
サラウンドモードび用意されています。 



設置.接続ずる 
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はじめに 


身 U スニングルームの 条件 

本機はビームを壁に反射させてサラウンドを実現するといラ特性上、じ(下のよラな環境では十分 

なサラウンド効果び得日れなかったり、まったく得日れない場合びあります。 

-ビーム経路上に壁びない部屋 

-壁の材質び吸音素材ででさている部屋 

•部屋の大きさび幅 3m 〜 7m、 奥行き 3m 〜 7m、 高さ 2m 〜3.已 m にあてはま日ない部屋 

-本機か日視聴位置までの距離び1 .8m 未満の場合 

-ビーム経路上に出っ張った家具などの障書物びある部屋 

-壁に近いところに視聴位置びある場合 

-視聴位置び本機の正面にない場合 

違 本書の記載について 

-本書は YSP-900 の設置-接続および操作方法について説明しています。他の外部機器の操作 
方法については、各機器に付属している取扱説明書をご参照ください。 

•本書では、本体と U モコンのどち日でち操作でさる場合は、 U モコンでの操作を中むに記載し 
ています。キー操作時、フ□ントパネルディスプレイに 「Prohibit」 と表示された場合、現在の 
状態では、該当キーの操作び適巧でさないことを表しています。 

では操作•設定を行う際に留意すべき事項、 み-ヒント では知っておくと便利な補足情 
報を記載しています。 

-本書は製品の生産に先びけて印刷されています。製品改良などの理由で、実際の製品と仕様び 
一部異なる場合びあります。また、仕様は予告なく変更されることびあります。ご了をくださ 
い。 
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はじめに 


単3乾電池：吕本 
(31 ベージ） 



ヴラウンド確認用 DVD 
(説明書付)：1枚 



オプティマイザーマイク: 
1本/ 6 m (3 巨ぺージ） 



簡易マイクスタンド： 
吕枚1セット （37 ベージ） 


光フアイパーケーブル： 
1本/1.已 m に3ぺージ） 




デジタル音声ピンケーブル： 
1本/1•日 m (28 ぺージ） 



ぶ-ヒント 

• 付属のケーブルは、接続状況によりをる場合があります。 

• 音声用の付属ケーブル(ステレオピンケーブル-光ファイバーケーブル-デジタル音声ピンケーブル)のラ 
ち、ステレオピンケーブルはアナ□グ音声信号を、光ファイバーケーブルおよびデジタル音声ピンケープ 
ルはデジタル音声信号を伝送します。 


® 巧属品を確認ずる 

同おされている付属品びすべてそろっていることをご6隹認ください。 


リモコン：1個 
(31 ぺージ） 


嫁。©© 

ご早な写 
a fi 色 d 
芭豆哲’だ 
口の日 

芭)巧固 
回 CD を 

P J … "1 . * 

Np 


固定テープ: 4個 
(21 ぺージ） 



ケープル押さえ：1個 
に2ページ） 


メニュー表示用ビデオケーブル： 
1本/1•日 m に3ぺージ） 



ステレオピンケーブル： 
1本/1•已 m (23 ぺージ） 


が 

/ 

白 



班回回 

が^0011口のの 

が： 00*0 回回 










































サラウンドサウンドを楽しむまでの流れ 

ぶ-ヒント 

この取扱説明書に加え、別冊の簡易接続-操作ガイドもご利用ください。 

1 本機をリスニングルームに設置します。 II 

「設置する」 （] 8ページ） I 


2 本機をテレビやその他の外部機器と接続します。 

「接続する」 （22 ページ） 


3 リモコンや設定•操作の準備をします。 

、 「U モコンの準備をする〜」 （3] ページ〜） 


\ 

- J i 




4 自動設定(インテリビーム)で、本機を使うための設定をします。 > 

、「本機を自動設定する（インテ1」ビーム)」 （3 己ページ） 




日 音芦を再生し、デジタル信号が本機に入力されていることを確認します。^ 

「入力音声を再生する〜」 （4 已ページ〜） 




6 ビームモードやシネマ DSP の設定を変更します。 ^ 

「サラウンド再生を楽しむ〜」 （49 ページ〜） 

- ん 

もっと本機でいろいろなことがしたし、！という方は 



( 7 詳細設定やリモコンコード設定などを行います。 > 

^ 「本機を詳細に設定する〜」 （63 ページ〜） J 


12 




































各部の名荷化はた 5 き 

み 前面(フ〇ントパネル) 



〇 OPTIM に ER M に端子 

付属のオプティマイヴーマイクを接続します 
(36 ぺージ)。 


〇 フ□ントパネルディスプレイ 

再生の状態や設定値などを表示します 
(14 ページ)。 

〇 リモコン受光窓 

U モコンの赤外線信号を受信します 
(32 ぺージ)。 


〇 INPUT キー 

再生する機器を選択します。 

0 VOLUME +/-+- 

音量を調節します (48 ページ)。 

〇 stXKSby/on キー 

電源のスタンバイ/オンを切り替えます 
(33 ぺージ)。 






































を部の名称とはた 6 き 


〇 フ〇ン 《ネルデイスブレイ 


Q 0 e 0 0 





|nIGHT||sLEEP| [dts AAC PCM □□ DIGITAL □□PLII | | DUAL | 

VOL 


■fill ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ m 

■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ 

■■■■■ ■■■■■ iiflii ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ "■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ft 

■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ 

■■■■■ ■■■■■ iiifli ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ mo 

■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ JD 

■ ■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■iiifl ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ iiflii ロロ 

ミ 1 





な 


OMGHT インジケーター 

ナイト U スニングモードで再生しているとき 
に点灯します (60 ぺージ)。 

〇 SLEEP インジケーター 

ス U —プタイマー設定時に点打します 
(己2ぺ-ジ)。 

0 デコーダーインジケーター 

本機に内蔵されているデコーダーび作動して 
いるとさにそれぞれのインジケーターび点打 
します(已1ぺージ)。 


ODUAL インジケーター 

BS / CS / 地上デジタルの音声多重放送び入力 
されているときに点灯します（已9ページ)。 

0 VOLUME インジケーター 

現在の音量を表示します (48 ページ)。 

@ マルチインフオメーシヨンディスプレイ 

設定値などの情報を表示します。 

かヒント 

「フ□ントパネルディスプレイの明るさを設定する 
(本体表示設定)」 （7 已ページ)で、フロントパネル 
ディスプレイの明るさを調節することびでをます。 
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さ部の名称とはた 5 を 


9 背面（リアパネル) 



〇 才ーデイオ入力（ビデオ)端子 

ビデオデツキとアナ□グ接続します (2 已ページ)。 


〇 光デジタル入力 ( DVD ) 端子 

DVD と光デジタル接続しますに4ページ)。 


0 才ーディオ入力(テレビ/チューナ ー) 端子 〇 同軸デジタル入力 ( AUX ) 端子 

テレビ/チューナーとアナ□グ接続します 外部機器と同軸デジタル接続します 

に3、2己ぺージ)。 


0 出力けブウーファー)端子 

サブウーファーと接続しますに9ぺージ)。 

〇 出力（ビデオ)端子 

本機のメニューを表示させるため、テレビの 
映像入力端テと接続します (23 ページ)。 

0 光デジタル入力(テレビ/チューナ ー) 端子 

テレビ/チューナーと光デジタル接続します 
に3、2己ぺージ)。 


に8ぺージ)。 

〇 システム接続端子 

システム接続端テびあるヤマノ \製のサブウー 
ファーとシステム接続をするときに使用しま 
すに9ページ)。 

〇 電源コード 

AC コンセントに接続します (30 ぺージ)。 



設置.接続する 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 


応田操作 
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を部の名称とはた 6 き 


〇ソ モつン 


本機の機能は、 YSP モードおよび TV / AV モードの2つのモードで構成されています。け下では、 
モードの切り替えによって同じキーでを機能び異なる場合に、それぞれのモード名を操作説日月の文 
頭に記載しています。また、 YSP モードのときにのみ機能するキーについては、操作説日月の夕頭 
に 「 YSP 」 と記載しています。 U モコンの基本的な使い方については33ページをご参照ください。 

み-ヒント 

外部機器を操作ずるには 、 U モコンコードを登録する必要びあります (81 ページ)。 



O' 赤外線送信部 

U モコン操作用の赤外線信号を送信します 
(32 ページ)。 

〇 トランスミッションインジケーター 

U モコン操作用の赤外線信号を送信している 
ときに点灯します。 

〇 電源(の/1)キー 

YSP - 目00の電源のスタンバイ/オンを切り替 
えます （33 ページ)。 

〇 入力選択キー 

YSP :再生する機器を選択します (4 已ぺージ)。 

TV/AV : YSP - gOO の U モコンで外部機器を操作する 
ときに、それぞれの機器を選択します旧2ページ)。 

©音量 モードキー 

YSP :音量を抑えてサラウンドを楽しむとき 
に使用します（己0ページ)。 

〇 自動設定キー 

YSP :自動設定（ビーム調整+音質調整)する 
ときに使用します (38 ページ)。 

©ビ ームモードキー/数字 （1 〜已）キー 

YSP :ビームモードの設定を変更します (4 日 
ぺージ、已□ぺージ、已6ぺージ、巳7ぺージ)。 

TV/AV :数字 （1 〜已）を入力します。 

包 音場プ□グラムキ ー/ 数字 (7 〜10/0 ) キー 

YSP :音場プ□グラムを選択します(已4ページ)。 
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TV/AV :数字 (7 〜1 □/□) を入力します。 















































































































を部の名称とはた 5 を 


OCH レべルキー 

YSP： 各チヤンネルの音量を調節します (77 ぺージ)。 

⑩力 ーソル ( a / ▽パル) キー/ミ夫定キー 

メニューを選択するときなどに使用します。 

メニュー画面上では、 ▲/▼/◄/► び力ーソル 
( a / ▽パ/のキーを表しています。 

の テストキー 

YSP :テスト音を出力します (7 己ぺージ)。 

© 音量 (+/—) キー 

YSP-900 の音量を調節します (48 ぺージ)。 

⑩ チヤンネル （+/—) キー 

テレビやビデオのチヤンネルを切り替えます 
旧2ぺージ)。 

の 消音キー 

YS P-9 00を消音します (48 ぺージ)。 

0 テレビ入力切替キー 

テレビの入力を切り替えます旧2ぺージ)。 

⑩ マイビーム用マイク 

マイビームの自動角度調節でテスト音を測定 
するときに使用します(已8ページ)。 

の 電源 ( AV ) キー 

選択した機器の電源のスタンバイ/オンを切り 
替えます （82 ページ)。 

⑩ 電源 ( TV ) キー 

テレビの電源のスタンノ（イ/オンを切り替えま 
す旧2ぺージ)。 

⑩ テレビ入力1/2キー 

テレビの入力を選択します （82 ページ)。 

⑩ テレビマク□キー 

テレビマク□を設定します (84 ページ)。 

@ 入カモードキー 

YSP :本機に入力される音声信号を選択します 
(78 ぺージ)。 


@ スリープキー 

YSP： ス U- プタイマーを設定します(日2ぺージ)。 

运) サラウンドキ ー/ 数字 (6) キー 

YSP :サラウンドモードを選択します(已2ページ)。 

TV/AV :数字(己）を入力します。 

這> (*) TruBass キ ー 7数字 （12) キー 

YSP : TruBass の設定(オン/オスを切り替 
えます（巨]ページ)。 

TV/AV :数字 （12) を入力します。 

@〇音声を重キー/数字（11/+10)キー 

YSP :デジタル音声多重の設定を切り替えます 
(巳日ページ)。 

TV/AV :数き （1 1/+]0)を入力します。 

© メニュ ーキー 

YSP :テレビ画面にメニューを表示します 
(34 ぺージ)。 

TV/AV :入力選択キーで DVD を選択している場 
合、 DVD メニューを表おします (82 ページ)。 

@ TV / AV / YSP スィッチ 

1」モコンを TV/AV モードまたは YSP モードに 
切り替えます (33 ページ)。 

唾) 戻るキー 

メニューで前の画面に戻るとさに使用します 
(38 ぺージ)。 

©テレビ 音量 （+/-) キー 

テレビのボ U ュームを調節します (82 ページ)。 

⑩ テレビ消音キ ー/ コードセットキー 

テレビを消音します (82 ページ)。 

U モコンコードを登録する旧1ページ）とき 
や、テレビマク□機能を使う旧4ページ)とき 
に使用します。 

© DVD . ビデオデッキ操作キー 

再生、停止など、 DVD やビデオの基本的な操 
作に使用します旧2ページ)。 
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設置する 


ここでは本機の設置方法について説明します。下記の r 設置上のごを意」を参照のラえ、安全な場 
所に正しく設置してください。なお、ビーム経路上に家具などの障書物びあると適切なサラウン 
ド効果び得られない場合びありますので、ビームの経路を考慮した上で設置位置を決定してくだ 
さい。 

本機の設置には、十分な放熱スペースび必要です。 

も図のように、本機の上部(または下部）に已 cm し U 
上スペースび開くよラに設置してください。上部ま 
たは下部にスペースびないラックの場合は、熱びこ 
をらないよラ後部に十分な通気スペースを確保して 
ください。 ヤス )けを契のラックは安全性を確認ミきみ 
ですので、安むしてご使用いただけます。 

本機は 9 kg の重さびあります。化震などの振動やお 
モ様の接邮などで本機び落下しないよラに設置して 
ください。 本機側面 

ブラウン管式テレビなど、発熱体の上へは直接設置 
しないでください。 

本機は、防磁型設計となっておりまずび、万ーテレ 
ビに色ムラなどび生じるとさは、テレビと本機の距 
離を離してご使用ください。 




9 本機を IJ スニングルームに設置ずる 

十分なサラウンド効果を得るために、図のよラに家具などの障書物びビーム経路と重ならない場 
所に設置して < ださい。 

本機を壁と平行に設置する場合には、できるだけ左ちの壁の中央に設置し、本機び左ちの壁に近 
づさすざないよラにしてください。 

本機を部屋のコーナーに設置する場合には、本機と、隣接する壁との角度び4ぴ〜已ぴの間に 
おさまるよラに設置してください。 
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家具などの障害物 

〔壁と平行に設置： 

日ビームモードに設定した場合) 


C コーナーに設置： 

ST+3 ビームモードに設定した場合〕 



40。 


設置例1 





設置例2 





設置例3 


























































































設置ずる 


壁掛け金具を使用して設置する場合 

オプシヨンの壁掛け金具を使用して本機を壁 
に設置します。 

壁掛け金具の壁への取付けや、壁掛け金具と 
本機の取付けについては、壁掛け金具に付属 
している取扱説明書をご参照ください。 


壁挂卜け金具 



YSP -900 


テレビ 

スタンドを使用して設置する場合 

市販のスタンドにテレビを取り付け、本機を 
テレビの下に設置します。 

スタンドの設置やテレビと本機の取付けにつ 
いては、スタンドに付属している取扱説明書 
をご参照ください。 


ラックを使用して設置する場合 

市販のラックを使用して、本機をテレビの上 
または下に設置します。 

ラックは本機を設置するのに十分なサイズと 
放熱スペース、本機とテレビを設置するのに 
十分な強度を持ったちのをお買い巧めくださ 
い。 

設置例（テレビの上） 


YSP -900 



設置例（テレビの下) 


スタンドは本機を設置するのに十分なスペー 
スを持ったちのをお買い巧めください。 


スタンド 



■ II i ri …。 

YSP -900 




u V 

。イ 


止 



YSP -900 


20 

































































































































設置ずる 


皆本機を固定ずる 

下図のよラに付属の固定テープ (4 個）を本機の 
底面四隅とラック等の上面に貼り、固定して 
ください。 

-上面び傾いたラックの上には設置しないでく 
ださい。本機び落下するとけびの原因になり 
まず。 

-固定テープを貼る前に、ラック等の上面をさ 
れいに H いてください。をし表面び巧れてい 
たり、またはミ需れていたりすると、テープの 
接着力び弱まり、本機び落下する原因になり 
ます。 



本機について準備ずる 設定ずる 基本操作 応田操作 付録 
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接続ずる 


本機は光デジタル端テを2系統、同軸デジタル端テを1系統、アナ□グ端テを2系統装備していま 
す。それらを利用してテレビや DVD プレーヤー、ビデオデッキ、日 S デジタルチューナーやゲー 
ム機などを接続してください。また、サブウーファーを本機に接続すると、よりダイナミックな 
低音を楽しむことびできます。本機とそれぞれの機器の詳しい接続方法については23ページ〜 
29ページをご参照ください。 

音青接続 


映像接続 テレビ 



DVD プレーャー 


サブウーフ アー 


ビデオデッキ 




曰 S デジタル 
チューナーや巳 D 
プレーヤーなど 


光ファイバーケーブルの固定について 

光ファイバーケーブルを使って接続した場合、ケーブルの 
脱落を防ぐため、付属のケーブル押さえで固定します。 
ケーブル巧さえの口び開いている方を上にして、本体背面 
の適当な位置に取り付け、ケーブルを固定して<ださい。 



光ファイバー 
=0^ケープル 

■本 機へはりつける 
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接続する 


®@®(© 國國® ® 

ビデオ テレビ/ サブウーファービデオテレビ/チユーナー DVD AUX システム巧巧 

チ:!ーナー - か - 巧** 

—才ーディオ乂カー-出力- -デジタル入力- 


1 

? Y 5 P -9 CKD ( 背面) 

© 0 ' 



i 


アナ□グ音き 
出力 

ち を 


光デジタル 


出力 

@ ® 国 

-个一 今 ~~ t - 



1 


キャップが付いている 
場含は、キャップをがず 



向さを確認 
イ " YSP - 900(背面) 



テレビ 


③ 

システム指房 


接続に使ラケーブル 

メニュー表示用ビデオケープル(付属） 

馈） )) 馈) 


接続に使ラケーブル 

ステレオピンケーブル(付属） 

(白）吨(白) 


(ホ） 


光フアイパーケーブル(付属） 

¢¢11 リ ||Tl3 


(ホ） 


感 テレビを接続する 

音芦接続(デジタル•アナ□グ） 

テレビのアナ□グ音声出力端子と本機のオー 
ディオ入力にレビ/チューナ ー) 端テを接続し 
ます。テレビに光デジタル接続端テびある場 
合は、アナ□グ接続に加えて、テレビの光デ 
ジタル出力端テと本機の光デジタル入力（テレ 
ビ/チューナー)端子を接続してください。デ 
ジタル放送受信時に、デジタル音声信号を本 
機に入力することびでさます。 

ぶ-ヒント 


映像接続(メニュー表示用） 

テレビの映像入力端テと本機の出力（ビデオ） 
端子を付属のメニュー表示用ビデオケーブル 
で接続します。映像用の接続をすることによ 
り、テレビ画面にメニューを表示し （34 ぺ一 
ジ)、音量や入力選択されている機器名などの 
情報を見たり、メニューを使って簡単にリス 
ニング環境を設定したりできるようになりま 
す (39 ページ)。 


デジタル放送対応のテレビをご使用の場合、デジタル出力の AAC び有効になっていることをごお認くだ 
さい(テレビ側の設定)。詳しくは、ご使用のテレビに付属している取扱説明書をご参照ください。 

地上デジタル放送は、2003年12月から一部の地域で開始されています。従来の地上アナ□グ放送は 
2011年7月に、 BS アナ□グ放送は2011年までに終了ずることび、国のち針としてミ夫定されています。 


設定ずる 


基本操作 


応田操作 


ビ 

レ 

テ 



© X 

國面 I 隹 

i かデ 

I ® -- - 

テ 

©I 二 

脚 

® I - 

'©Is 

©© ^ ^ 
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接続する 


Q ) D \/D ブレーヤ ー/ レコーダーを接続する 

DVD プレーヤー/レコーダーの光デジタル出力端テと本機の光デジタル入力 ( DVD ) 端テを接続し 
ます。ビデオデッキー体型 DVD プレーヤー/レコーダーと接続する場合は、デジタル接続に加え 
て、日 VD プレーヤー/レコーダーのアナ□グ音声出力端テと本機のオーディオ入力（ビデオ)端モ 
を接続してください。 

DVD プレーヤー/レコーダーに光デジタル出力端モびない場合は同軸デジタル接続をしてくださ 
いに8ぺージ)。 

ぶ-ヒント 

DVD プレーヤー/レコーダーのデジタル音声出力で、ドルビーデジタル、 DTS (またはビットストリーム)び 
有効になっていることをご確認ください (DVD プレーヤー/レコーダー側の設定)。詳しくは、ご使用の 
DVD プレーヤー/レコーダーに付属している取扱説明書をご参照ください。 


接続に使ラケーブル 

光ファイバーケーブル 


ステレオピンケーブル 


cfn|- 


JL 


1( 


■IHD 




(ホ) 


(ホ） 


DVD プレーヤ ー /レコーダー 



映像信号はテレビへ 


へ 
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接続する 


Q ビデオデッキを接続ずる 


ビデオデッキのアナ□グ音声出力端子と本機の才ーデイオ入力（ビデオ)端テを接続します。 
ちチヤンネルと左チヤンネルをよく確認して正しく接続してください。 


接続に使ラケーブル 


ステレオピンケーブル 
(白） 

('赤） 




(白） 

馈） 



映像信号はテレビへ 



本機について準備ずる 設定ずる 基本操作 応田操作 付録 


吕已 

























































接続する 


〇 BS デジタル/衛星放送/ケーブ!レ TV チュ—ナーを接続する 

デジタルテレビ/衛星放送/ケーブル TV チューナーやケーブルテレビの光デジタル出力端テと本 
機の光デジタル入力（テレビ/チューナー)端テを接続します。デジタル接続に加えて、デジタル 
テレビ/衛星放送チューナーやケーブルテレビのアナ□グ音声出力端テと本機のオーディオ入力 
(テレビ/チューナー)端テを接続してください。 



己 S デジタル/衛星放送/ 

ケーブル TV チユーナ ー 

' -\映像信号はテレビへ 
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接続する 


地上アナ□グ放送非対応のチューナーをご使用の場合 

地上アナ□グ放送を受信しないチューナーび接続されている場合は、デジタル接続に加えて、本 
機のオーディオ入力（テレビ/チューナー)端テとテレビのアナ□グ音声出力端テを接続してくだ 
さい。 

ご利用の際に地上アナ□グ放送の音声を出力したいとさは、チューナーの電源をオフにしてくだ 
さい。または、チューナーの入力信号モードを 「ANALOG」 に設定してください （78 ページ)。 


接続に使ラケーブル 

光ファイバーケーブル 

■dii - 


-1113 


ステレオピンケーブル 

(白）斗互 !I 厂 cCgJh 伯） 

(赤）(赤） 


地上デジタルチューナー 


映像信号はテレビへ 



本機について 



準備ずる 


設定ずる 


基本操作 


応田操作 


付録 
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接続する 


。 その他の機器を接続する 


その他の機器の同軸デジタル出力端テと本機の同軸デジタル入力 ( AUX ) 端テを接続します。 

同軸デジタル接続に対応した機器を接続したいとさや、 DVD プレーヤー/レコーダーを同軸デジ 
タル接続するとさにご利用<ださい。 

DVD プレーヤー/レコーダーを接続した場合は、入力端モ設定を変更すると便利です (73 ペー 
ジ)。 


接続に使ラケーブル 

デジタル音声ピンケープル(付属） 

(樹 が - aaigiN (樹 



CD プレーヤーなど 


映像信号はテレビへ 





YSP - 900(背面) 




© 

© 






© 

© 

© 

© 

0 0 

© 

@ 

ビデオ 

テレビ/ 

チューナー 

サブウーファー 

ビデオ 

テレビ/チューナー DVD 
-ホ- 

AUX 

同軸 

システム接続 

—才ーディオ入カー 

-出力 


-デジタル入力一 
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接続ずる 


サブウーファ- 





Q ヴブウーファーを接続ずる 


サブウーファーのモノラル入力端テと本機の出力(サブウーファー)端テを接続します。 

この接続のみでは、サブウーファーか日は音び出力されません。サブウーファーから音を出力す 
るには、サブウーファーの電源をオンにした状態で自動設定を行ラ （36 ページ)か、詳細設定の 
「1「バス出力」を設定する」 （70 ページ)で r サブウーファー」を選択して < ださい。 

ぶ-ヒント 

システム接続端テびあるヤマ八製サブウーファーを接続する場合は、サブウーファー用ピンケーブルでの接続 
に加えて、システム接続ケーブルで本機のシステム接続端テに接続しまず。システム接続をずることによつ 
て、本機の電源のオン/スタンバイとサブウーファーの電源のオン/スタンバイを連動させることびできます。 


接続に使ラケーブル 

サブウーファー用ピンケーブル 
)) ‘ 


〈システム接続端子びあるヤマ A 製サブウーファーの場合〉 
システム接続ケーカレ(サブウーファーに付属） 


(( 
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設定ずる 基本操作 広田操作 付録 

























































接続する 


み電源コードを接続する 

すべての接続び終了した日、本機の電源 コー ドを家庭用 AC ] 00 V の AC コン セントに接続しま 
す。 

-すべての接続び終わるまで、電源プラグをコンセントに差し込まないでください。 

-本機を移動するとき、本機の手入れをするとき、接続をやり直すとさは、必ず電源プラグをコンセン 
卜から巧いて < ださい。 



251]]11111三 AC コンセントへ 
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■ J モコンの準備をずる 

9 IJ モコンに電池を入れる 


1 バッテリーカバーの么 マー クを巧し 
ながん力/卜ぞソ モコンか6取0 
がす 

2 巧属の単 3 乾電池 (2 本)を、電池 
ケースに巧乂する 

電池の向き （+/- 極性)を正しく挿入して 
ください。 


3 パツテソーカパーを y モコンに装島 
する 



ぶ-ヒント 

U モコンのが装保護シートは、はびしてご利用ください。 



-新しい電池とちい電ミ也を混ぜて使用しないでください。 

-種類の異なる電池(アルカ U とマンガンなど)を混ぜて使用しないでください。同じあ状でを性質の異 
なる場合びありますのでごミ主意ください。 

-使い切った電池はただちに U モコンから取り出してください。1」モコンに挿入したままにしておく 
と、破裂や液漏れの原因となりまず。 

-使い切った電池は地域の条例または取りミ夫めに従って廃棄してください。 

-電ミせび液漏れしている場合は、ただちに電池を U モコンから取り出し、廃棄してください。その際、 
肌やを服び漏れているバッテリー液にふれることのないよラ十分ごま意ください。 

U モコンにバッテ U - 液び付着している場合はきれいに巧き取ってか日新しし價池を拝入してください。 
-リモコンから電池を取り出したら 2分内に 新しい電池を拝入してください。これ LU 上の時間び経過 
すると、 U モコンの設定内容び消去されます。また、電池び切れてから2分に満たない場合でを、電 
池の交換中にリモコンのキーを押すと、設定び消えてしまラことびありますので、ごま意ください。 





























リモコンの準備をする 


- U モコンに水や飲み物などをこぼさないよラごを意ください。 

- U モコンを落としたり、 U モコンに強い衝撃を与えたりしないよラごを意ください。 

- U モコンをしツ下のよラな場所に放置しないでください。 

一気温.湿度び高い場所（ヒーターの近 < や風呂場など） 

一極端に気温びおい場所 
一ほこりっぽい場戸斤 

- U モコン受光窓には直射日光や堂光ななどの強い光び当たらないようにしてください。 

- U モコンの電池び消耗すると、 U モコンで本機を操作できる距離び極端に短くなります。このよラな 
場合、早めに新しい電池と交換してください。 


9 LI モコンの操作範囲 


I 」モコンで本機を操作する際は、 U モコンのホ外線送信部を本体の U モコン受光窓 （1 3ページ) 
こ向けます。 U モコン操作び可能な範囲は、本体から己 m じ(内で正面か日左ちに3ぴじ(内です。 




1 〇 1 1 

1 m 〇 □ 〇 〇 1 




6 m む内 
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設定•操作の準備をずる 

0) 電源をオン/ス タン/ レ n こずる 



本な:の STANDBY/ON キーまたは 
U モコンの電源キーを巧す 

巧すたびに電源のオン/スタンバイび切り 
替わります。 

電源 

または （ 


STANDBY 、 

本体 



U モコン 


0) U モコンの基本的な使い方 


本機のリモコンは、 U モコンも側の TV / AV ぺ SP スイッチをスライドさせることによって機能び 
切り替わります。 

下図(左)でおされた 〇〜©の キーは、 TV / AWYSP スイッチび TV / AV 側または YSP 側のどち日に設定さ 
れているかにより、機能び異なります。また、下図(ち)でおされた ⑩〜必 のキーは YSP 側に設定されてい 
るときにのみ操作できます。それぞれのキーの機能については「1」モコン」 （1 巳ページ)をご参照ください。 

ぶ-ヒント 

-通常、本機を操作ずるためには YSP 側にスライドさせてご使用ください。 TV / AV 側にスライドさせたとさ 
の〇〜©の キーの機能につしては「設定した機器を操作する」旧2ぺージ)をご参照ください。 

. 下図で示された 〇〜©し 义列のキーは、 TV / AV 側. YSP 側にかかわらず同様に機能するキー、または TV / 
AV 側に設定されているときにのみ操作可能なキーです。 〇〜必し U 外のキーの機能については「リモコン」 
(16 ぺージ)または r 設定した機器を操作ずる」旧2ぺージ)をご参照ください。 


TV / AV 側または YSP 側のどち5に設定されて 
いるかにより、機能び異なるキー 


YSP 側に設定されているときにのみ操作可能 
な キー 


0- 


©- 


チュ-ナ-巧サ DVD AUX 1 

□ ロロ ロ 1 

-: r レビ 1 

1 P |[ 

ド B 

口 [ 

3 □ □ 

MEC 乂カモードス U- ブ 

コロ ロ 

Be -ム 8T+3 ビーム 

QJ tiJ 

ステレオ Bun 

の网 

3ビーム 1 

ml 

朽ロンド 

m 

田田 





み 料 


チ2-ト ビデオ DVD AUX 

□ g_Q □ 

テレビ スゴII Wj 2 1 マ7口 

□ □ 

B SBRC 入カモードス IJ— ブ 

口 □ □ 

•3 ビーム 3 


6ビーム ST+3 ビーム 3ビーム 

口宜回 

ステレオ_ 7イビー占 サ50ンド 

LU QJ CiD 

a 7 I r 白 1 a 白 1 

I … 3 

CH レベル 

ぶ. 

g ▽ 

« ■ ~~ チヤンネル 

m im 



hTV/AV/ 

YSP スイッチ 



本機について 


設置.接続する 



設定ずる 


基本操作 


応田操作 


付録 
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設定•操作の準備をずる 


。 テレビ画面にメニユ—を表示ずる 

本機の出力 （ ビデオ)端テとテレビの映像入力端子を接続することにより （23 ページ)、テレビ画 
面で本機のメニューを見ることびでさます。 

メニューでは、音量や入力選択されている機器名など、さまざまな情報を見たり、メニューをテ 
レビ画面上で操作して本機の設定を行ったりでさます。 

み-ヒント 

詳細設定の r メニューの表示を設定ずる（メニュー画面設定)」 （7 已ページ)で、メニュー表ホに関する設定を 
変更することびでさます。 



3 テレビの映像入力切替を操巧して本 
機の跌像に切り替える 

テレビ画面にじ(下のよラなメニューび表示 
されることを確認します。 

メニューび表示されない場合は、メニュー 
表示用ビデオケーブルび正しく接続されて 
し、 るか確認してくださいに3 ぺー ジ)。 


1 テレビの電源を入れる 

2 TV / AV / Y 5 P スィッチを YSP 側 
にスライドをせる 

YSP モードに切り替わります。 

TV/AV マ ■ 

YSP 二こけ 
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設定の流れ 


本機を U スニングルームの環境に合ラよラに設定します。 


自動設定(インテリビーム)を行います。 1 

「本機を自動設定する（インテ1」ビーム)」 （3 己ページ） J 


エラーび 表示された5 


' エラーメッセージを確認して問題を解ミ央します。]^ 

、「エラーメッセージとエラー後の操作について」 （41 ぺージ ） J 



音青を再生したり、ビームモードやシネマ DSP の設定を変更します。 1 

、「入力音声を再生する〜」 （4 已ページ〜） 1 


より高精度なサラウンド 
サウンドを追ホしたい方は 


詳細設定を行います。 

r 本機を詳細に設定する」 （63 ぺージ） 

ぶ-ヒント 

' 反射ビームの音がはつきり聞こえないチヤンネルびある場合は 

r 設置視聴環境の設定により、ビームを調節する(設置視聴環境)」 （66 ページ） 
または r ビームの水平ち度-経路長-焦点距離-高音レベルを個別に設定する 
(ビーム調整)」 （67 ぺージ)を行います。 

' ビーム経路上にカーテンなど吸音性の高いらのがある場合は 

「4惰音レベル」を設定する」（己8ぺージ)を行います。 


本機について 


設置.接続する 


準備ずる 



基本操作 


応用操作 


付録 
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本機を自動設定ずる(インテリビーム) 


1」スニングルームの形状と大きさ、本機び設置されている場所などは、ご家庭によってさまざまです。本 
機を最適な視聴空間でご利用いただくためには、最初にをチャンネルの設定を調節する必要びあります。 

本機には、各チャンネルの設定を自動的に調節する機能として、「ビーム調整」および「音質調整」 
び搭載されています。この2つの機能を合わせてインテ U ビームといいます。「ビーム調整」と 
は、 U スニングルームの形状や大ささなどに応じて、各チャンネルのビーム角度を最適な設定値 
に調節する機能です。 r 音質調整」とは、 U スニングルームの音響特性などを測定し、各チャンネ 
ルの音色を最適な設定値に調節する機能です。 

本機では、付属のマイク（オプティマイヴーマイク）を使用して、この2種類の設定を自動的に調 
節することびできます。 

ぶ-ヒント 

-自動設定されたデータはメモリーに保存ずることびでさます (42 ページ)。リスニングルームの状況に合 
わせてそれぞれのデータを f 呆存し、ご使用の際に設定を切り替えると便利でず。 

- 、 

-お部屋の環境びリスニングルームの条件 （1 0ページ)を満たしていない場合は、測定び正しく行われない 
ことびありまず。その場合は「詳細設定」（日3ページ)を行ってください。 

-オプティマイヴーマイクを接続する際は、延長ケーブルを使用しないでください。測定び正しく行わ 
れないことびあります。 

-自動設定機能を使用していないとさは、オプティマイヴーマイクを OPTIMIZER M に端テから外して 
な管してください。 

-オプティマイヴーマイクは熱に弱いため、直射日光び当たる場所や A V 機器の上など高温になる場所に 
は置かないでください。 

-オプテイマイヴーマイクを本体に接続した状態で、本体を手前に倒さないでください。 


みオプ テイマイザーマイクを設置する 

本機前面の OPTIM 亿 ER M に端子に付属のオプティマイヴーマイクを接続し、視聴位置に設置し 
ます。 


1 本襟の電源をオフ（スタンバイ）にす 
る 


電源 



本が リモコン 


2 オブテイマイザーマイクを本巧の 
OPTIMIZER M に端子に接続する 



オプティマイザーマイク 
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本機を自動設定する（インテリビーム) 


オブテイマイザー7イクを実藤に視 
聴する位置に水平に設置する 

マイクは本機か日]. 8 mLU 上離し、本機の 
中む線上(本機正面）に設置してください。 
また、本機か日上下 ImLU 内の位置に設置 
してくださし、。 

付属の簡易マイクスタンドなどの台を利用 
して、なるべく視聴時の耳の高さとなる位 
置に設置して < ださい。 

ソファーの背ちたれなど、マイクと壁の間 
に障書物びある場合には、障書物を移動し 
たり、マイクをより高い場所に設置してく 
ださい。壁に接している家具は壁と見なし 
ますので、障書物ではありません。 


簡易 マイクスタンドの 組立て方法 






7イク 


1 .8 m な上 


I 

簡易マイク 
スタンド 




1 本機か5 
] 上下 ImJ ■加 


ソファ- 


本機の 
中む線上 



マイクの 
巧置 


か-ヒント 

オプティマイヴーマイクを本機か日1 .8 m しツ内に設 
置した場合、マイクを本機の中む線上に設置して 
いない場合、マイクと本機の中む線上との高さの 
差異び1 m しツ上の場合は、測定エラーになることび 
あります。この場合はマイクを正しい場抓こ設置 
しなおしてから、再度測定してください。 

オプティマイヴーマイクの位置周辺で視聴でさない 
環境下では、サラウンド効果び薄れることびありま 
ず。このよ5な場合、詳細設定でお好みのビームち 
度に設定することびでさます(日日ページ)。 

サブウーファーを接続している場合は、電源を入 
れて、音量を半分または半分よりやや小さめ(下 
図(左)の位置）に設定してください。ク□スオー 
バー/八イカット周波数の調節機能びある場合 
は、ク□スオーバー/八イカット周波数を最大 
(下図(も)の位置）に設定してください。 




ヴプウーファ- 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 



基本操作 


応用操作 


付録 
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本機を自動設定ずる（インテリビーム) 


自動的 I 

自動設定には「ビー 


に測定•設定する 

ム調整+音質調整」、「ビーム調整」、「音質調整」の3つの選択項目びあります。 


選択項目について 

「ビーム調整+音質調整」 

購入後、初めて設定を行ラ場合に選択します。測定開始から終了まで約3分です。 

「ビーム調整+音質調整」を行いたい場合、手順3でメニューキーの代わりに自動設定キーを2秒 L ソ 
上巧すと、手順4および手順己の操作を省略でさまず。 

「ビーム調整」 

ご利用の環境に合わせてビーム角度を設定する場合に選択します。測定開始から終了まで約]分です。 

芭質調整」 

音質、音量バランス、音び聞こえるタイミングを設定する場合に選択します。測定開始り、5終了まで約2分です。 
「音質調整」はビームち度を設定したあとで実行してください。ビームち度び正しく設定されていない場合は、正南 
に測定できません。カーテンの開閉後、またはビーム角度を「詳細設定」で調節したあとなどにご使用ください。 


- 

-測定中は大きなテスト音び出力されます。ルさなお子様びお部圍こし巧場合やお部屋に入ってくる可能性 
びある場合は、自動設定機能を使用しないでください。聴覚障害などの原因となる場合びあります。 

-測定中はお部屋の外に出てください。お部屋の中にいると、ビーム経路に重なってしまったり、マイ 
クび声や音を拾ってしまったりして、最適な設定び行われない場合びありまず。 

-壁にカーテンやブラインドなどびかかっているお部屋では、ビーム設定び正おに行われないことびあ 
ります。そのよラなお部屋で測定する場合、し U 下の手順で設定ずることをおすすめします。 

①力ーテンやプラインドを開ける②「ビーム調整」を巧う③力ーテンやブラインドを閉める④「音質調整」を行う 
-エアコンなど騒音を発生する機器びある場合は、電源を切ってください。 



か-ヒント 

設定の途中で前の画面に戻って選択し直したいと 
さは、戻るキーを押して<ださい。 

’ メニューを操作中にカーソルキーの操作びでさなく 
なった場合は、 TV / AV / YSP スイッチび TV / AV 側に 
設定されていないか確認して<ださい。メニューを 
操作ずるには、 YSP 側にスライドさせてください。 


1 電源 (< b /\) キーを巧して、本機の電 
源をオンにする 

サブウーファーを接続している場合は、ヴ 
ブウーファーの電源びオンになっているこ 
とを確認してください。 


電源 
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本機を自動設定する（インテリビーム) 


T\//A V / YSP スイツチを YSP 巧!! 
にスライドをせる 

YSP モードに切り替わります。 


TV/AV 

YSP 


メニユー丰一 を巧ず 

テレビ画面にメニューび表示されます。 
メニュー下部の表示は操作方法を表してい 
ます。 


メニュー 

み 


メこ 1- 

.メモリー 
.自国號 
.酬號 


[▲レ [▼] :畳巧 
ほ茵：游 


ぶ-ヒント 

「ビーム調整+音質調整」 （38 ぺージ)を行いたい場 
合、 ニューキーの 代わりに自動設定 キーを 2砂似 
上 押すと、下のよラな画面が表示されます。その 
場含、手順4および手順己の操作を省略し、手順目へ 
お進みください。 


自動設定 


自動關臟•華備 

マイク雑窝してください 
マイクを本俯)正面で雕 1.8 m 奇し、 
正しし宿さに設置してください 
现赶こはおよそ汾かかりまず 
i 視紳した5髓か卽てください 

巧赶：間をおる]:中と 


A 么/マキーを巧して r 自動設定 J 
を選巧し、ミ夫定キーを巧ず 

LU 下のよラな画面び表示されます。 




•自動關 


リトム體+音蘭堅 

2) ビ-ム體 

3) 轟體 


魔 r 盛 : S 


么/▽キーを巧して、 r ビーム調 
整+音質調割、 /■と"ーム訪墓 A 情質 
調整 J のいずれかを選巧し (38 ぺ一 
ジ)、巧定キーを巧す 

下のよラな画面が表示されます。 




自動關&華備 

7イク滩那てくださし、 

マイクを抓の丽でまし. 
正しし宿さに設 SI / てください 
脈にはがそ紛かかりまず 
ま定を巧した5部屋からおてください 

じ夫固：離辰る]:中止 


マイクの位置について、な下のこと 
を確認する 

-本機の正面に設置されていますか。 

-本機か日上下1 mL ソ内の高さに設置され 
ていますか。 

-本機か日] .8 mLU 上離れた場所に設置さ 
れていますか。 

決定キーを巧す 

じ(下のよラな画面び表示されます。 

測定中はお部屋のがに出てください。 

測定開始か日終了まで、最長で約3分かか 
ります。 



自動識お 

10巧をに到をを開あします 
部屋か卽てください 

**0^ 别:中止 


ぶ-ヒント 

測定中に自動設定を中止したい場含は、戻るキーを 
押して < ださい。 


本機について 


設置.接続する 


準備ずる 



基本操作 


応用操作 


付録 
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本機を自動設定ずる（インテリビーム) 


測定中の項目に従って、画面び自動的に 
切り替わります。エフー音(ブヴー音)が 
出力された場合、画面のエラーメッセージ 
を確認し、「エラー>^ッセージとエラー後 
の操作について」 （41 ぺージ)を参照してく 
ださい。 

測定が終了すると終了音(チャイム音)が 
出力され、政下のよラな画面が表示され 
ます。手順已で「ビーム調整」を選択した 
場合、サブウーファーの測定結果は表示 
されません。 

〈表示例1> 

鷹！ 

拥赫喉了しました 

f - At-F :5ピ-ム 
ヴプウ-ファ-:有 

じ細：說ずる 
展别： if しない 


〈表示例2〉 

測を括果 

拥赫喉了しました 

願 チェック. • ■ [ NG ] 
ビ-ムモ-[=:5ピ-ム 
ヴフウ-ファ-:ち 

巧赶：號する 
頃る]しない 


み-ヒント 

〈表示例2〉のように「環境チェック.-. [ NG ]」 
と表示された場合は、再度測定することをおすす 
めします。詳しくは、手順8をご参照ください。 

’サブウーファーの電源びオンになっているにをか 
かわらず、「サブウーファー：無」と表示された場 
合は、サブウーファーの音量を上げてから、設定 
をやり直してください。 

’測定結果の画面に r ビームモード：已ビーム」と表 
示された場合でを、お部屋の状況によっては、フ 
□ントビームとサラウンドビームび同じ角度に設 
定されることびあります。 


8 設定を有効にする場ちは決定キーを、 
無効にする場合は戻るキーを巧す 

手順7で〈表示例1〉のような画面び表示さ 
れた場合、決定キーを巧すと LU 下の画面び 
表示され、2秒後にメニューび消えます。 


號離了しました 
マイクがしてくださし1 


戻るキーを巧して、設定を無効にすると巧 
期画面に戻ります。 

手順7で績お例2〉のような画面び表おされた場 
合、決定キーを巧すと L ソ下の画面び表示されます。 


この場合、41ぺージの「エラー巳1」をご参 
照ください。再度測定する場合は、ミ夫定 
キーを巧して メニュ ーび消えたことを確認 
したら、手順3から操作し直してくださし、。 

9 マイクを巧ず 

設定完了です。マイクは大切に保管してください。 



測定結果は本機に記憶され、電源を切つても 
初期設定値には戻りません。ただし、自動設 
定をやり直したり、詳細設定で設定値を変更 
した場合は、設定結果び上書きされます。 

ぶ-ヒント 

複数の設定結果を><モリーに保存したり、そのデータ 
をお部屋の状況に応じて呼び出したい場合はモ 
U —機能を使用する」 (42 ページ)をご参照ください。 


離び11 了しました 

船中に瞒ノイスび5りました 
酷まず》ことをちずずめします 

[總キ-视してください 
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本機を自動設定する（インテリビーム) 


エラーメッセージとエラー後の操作について 

テレビ画面にエラーメ ッ セージび表示された場合は、原因を確認し問題を解みしてください。 
その後、「エラー E -1」 の場合は、決定キーを巧して再度測定してください。 

その他の エラーの 場合は、戻るキーを押してください。手順3で自動設定キーを押して測定を開始 
した場合、メニュー画面び消えたことを確認し、手順3か b 操作し直してください (3 日ページ)。 
メニューキーを巧して測定を開始した場合、手順3の画面(メニューの初期画面)び表示されたこ 
とを確認し、手順4か日操作し直してください (3 目ぺージ)。 

エラーび解決できない場合は、詳細設定を行ってください (63 ページ)。 


:環境ノイズが大をすぎます 


原因 

対策 

騒音び大さすざて、正確な測定びでをません。 

エアコンなど騒音を発生する機器の電源を一時的に切る 
か、それ5の機器から離してください。 

周囲び静かな時間帯にや0なおしてください。 


エラー E -2: マイクの接続を確認してくだをい 

原因 

対策 

オプティマイヴーマイクび接続されていません。 

本機前面の OPTIMIZER M に端子にオプティマイヴーマ 
イクを接続してください。 


— E -3: 測定中に操作されました 


原因 

測定中に音量の調節、消音などの操作び行われました。 


対策 

測定中は本機を操作しないでください。 



E -4: マイクを本な:の正面に設置してください 


原因 


対策 


オプティマイザーマイクび本機正面の延長線上に置かれ オプティマイヴーマイクを本機正面の延長線上に設置し 

ていません。 て < ださい。 


— E - 已：マイクを本な:か6最低1 .8 m 謎して設置してください 


原因 

オプティマイヴーマイクび本機から 1.8 m 未満の場所に 
設置されています。 


対策 

オプティマイヴーマイクを本機から] .8 ml ； (上離して設 
置してください。 


- E - 巨： 7イクか6十分な入力びありません7イクの接続•設置位置を確認して<ださい 


原因 

テスト音び取得でをません。 


対策 

オプティマイザーマイクを正しく接続、設置してください。 


— E -ス エラーです 再度、実巧してください 


原因 

本機内部にエラーび発生しました。 


対策 


再度測定してください。 


本 

機 

に 

二) 

い 

て 



搞 

ず 

る 


準 

備 

ず 

る 



S 


応 

用 

作 


i 
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メモリー機能を使用ずる 


。メモ ソーの煩がな保い方 


U スニングルームの状況に応じて設定を切り替えたい場合、測定結果をメモ U —に保をしておく 
と便利です。測定結果のデータは最大3つまで保をすることびでさます。例えば、ビーム経路上 
にカーテンびある場合などは、カーテンの開閉によってビームの効果び変化します。 


力ーテンび開いている 

♦日 A 


カーテンが閉じている 

♦日 A 



このよラな場合、カーテンび開いている状態で r ビーム調整+音質調整」を行い、測定結果を r メ 
モ U —1」に保をします。なにカーテンび閉じている状態で r 音質調整」を行い、測定結果を「メモ 
U -2」に保をします。このようにすると、ご使用の際に U スニングルームの状況に応じて設定を 
切り替えることびでき、最適な環境でサラウンドサウンドびお楽しみいただけます。 


な 設定結果をメモリーにお巧する 


9 * MB ス巧ーツ 

CiJLJCiJ 

オフ 

r ,。'。！ 

CH レベル 

〇, 



音 S チヤンネルテレビ音 ■ 


日曰因 


1 TV / AV / YSP スイッチを YSP 測 
にスライドをせる 

YSP モードに切り替わります。 


2 メニューキーを巧ず 

テレビ画面にメニューび表示されます。 


メニ 1- 



齡盛 


3 巧巧び r メモ U — J にあることを確認 
して、巧定キーを巧ず 

LU 下のよラな画面び表示されます。 



魔巧 
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メモ u - 機能を使用する 


4 心/▽キーを巧して r メモリー保 
巧 J を選がし、ミ夫定キーを巧す 

じ(下のよラな画面び表示されます。 




リ巧 IJ - 閒 


メモリ-1 
メモリ-2 
メモリ-3 


[▲] / [▼] :里が 
议赶：ま是 


ム/ ▽キーを巧して r メモ U — 1 J 
r メモリー sjr メモ U —3 J のいずれ 
かを選がし、巧定キーを巧ず 

じ(下のよラな画面び表示されます。 




リ州-齡 

巧！ J -1 齡？ 

[細：新 


をラー度み定キーを巧す 

還択した項目に測定結果び登録されます。 



リメ モト 保存 

メモリー1辭中 


登録されるとじ(下の初期画面に戻ります。 


メこ 1- 

.メモリー 
.自画設ミ 
.酬號 




メニユーキーを巧ず 

テレビ画面か5 メニユーび消えます。 


メニュー 



本機について 


設置.接続する 


準備ずる 



基本操作 


応田操作 


付録 
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メモリー機能を使用ずる 


〇 保巧したメモリーを呼び出す 

設定したデータをメモ U — に保をした場合 (42 ページ)、そのデータを呼び出すことびでさま 
す。ご使用の際の U スニングルームの状況にあったメモ U —を呼び出して、最適な環境でヴラウ 
ンドサウンドをお楽しみください。 


1 TV / AV / YSP スイッチを YSP 測 5 么/ ▽キーを巧して呼び出した 

にス ライ ドさせる い頃目を選がし、款定キーを巧ず 

YSP モードに切り替わります。 じ(下のよラな画面び表示されます。 


TV/AV 
YS 戸 



2 メニュー 丰—を巧ず 

テレビ画面にメニューび表示されます。 



む- 

—-メモリー 
.自觸ミ 
■詳艦ミ 


[▲レ [▼] :室巧 
じ細：;視 




1) 刑-呼び出し 

メモリ—1呼び出し？ 


じ細：新 



3 矢印び r メモリ ー J にあることを確認 
して、ミ夫定キーを巧ず 

じ(下のよラな画面び表示されます。 



4 巧巧び r メモ U - 呼び出し J にあるこ 
と を確認して、巧定キーを巧ず 

iU 下のよラな画面が表示されます。 


1) メモ Hf [ f 出し 

—メモリー1 
メモリ-2 
メモリ-3 

[▲] / [▼] :鄭 
ほ茵：總 


6 をラー度ミ夫定キーを巧す 

選択した項目のメモ U —を呼び出します。 
1) メモリ-1脚し 



呼び出しび完了すると初期画面に戻ります。 


メこ 1- 

-.メモリー 
.自動設ミ 

■mm. 

[▲] / [▼] ;觀 
ほ赶：總 


7 メニューキーを巧す 

テレビ画面からメニューび消えます。 
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入力音声を再生ずる 

み 再生したい機器を切り替える 

入力選択キーを巧すと、本機に接続したそれぞれの機器の入力び還択され、音声を再生すること 
びでさます。 



テレビを再生したい場合は 

TV / AV / YSP スイツチを YSP 側にスライドさ 
せてか日、テレビキーを巧します。 



DVD プレーヤーを再生したい場合は 

TV / AV / YSP スイツチを YSP 側にスライドさ 
せてか日、 DVD キーを巧します。 



ビデオデッキを再生したい場合は 

TV / AV / YSP スイッチを YSP 側にスライドさ 
せてか日、ビデオキーを巧します。 



テレビチユーナーを再生したい場合は 

TV / AV / YSP スイツチを YSP 側にスライドさ 
せてか5、チューナーキーを巧します。 



AUX 端子に接続した機器を再生したい場合は 

TV / AV / YSP スイツチを YSP 側にスライドさ 
せてか日、 AUX キーを巧します。 



み-ヒント 

それぞれのキーを押してから数砂経つと、フ□ント 
パネルディスプレイに、選択されている機器名と 
ビームモード名び表示されまず。 


表示例 



遇択されている 還択されている 

機器ち ビームモードち 











































































































入力音声を再生ずる 


Q テレと"や D\/D を楽しむ 


入力音声を再生する例として、ここではテレビと DVD プレーヤーの再生ち法を紹介します。 

テレビや DVD プレーヤーの機能については、それぞれに付属している取扱説明書をご参照ください。 

ぶ-ヒント 

. DV □を再生する場合、 DVD プレーヤーの音声設定を已 .1 チャンネルモードにすると、より豊かなヴラウ 
ンドサウンドをお楽しみいただけます。 

-リモコンコードを設定している場合は、テレビや DVD プレーヤーを本機の U モコンで操作することびで 


をます (82 ページ ) C 


チューすービデオ DVD AUX 

□ □ Q □ 

テレビ スカ1 入力2 マクロ 

口 □ □ □ 

S ■モード白 B 吃を入カモ T ドスリーブ 

□ □口口 

己ビーム^ ST+3 ビーム 3ビーム 

回回国 

ステレオ マイビーム サ5ウンド 

回回回 

9 * Ml ス iR- ツ 

QJ 回山 



テレビを再生する 


1 テレどめソモコンで*房たいチサン 
ネルを選ぶ 

2 TV / AV / YSP スイッチを YSP 側 
にスライドをせる 

YSP モードに切り替わります。 


TV/AV 

YSP 


□ VD プレーヤーを再生する 

1 テレビの映像入力切替を操作して、 
DVD プレーヤーの映像に切!:)替える 

2 TV / A ^// YSP スイッチを YSP 側 
にスライドをせる 

YSP モードに切り替わります。 


TV/AV 
YS 戸 - 


本機のリモコンのテレビキーを巧す る 本機のリモコンの DVD キーを巧す 


テレビの再生モードに切り替わります。 

テレビ 


DVD の再生モードに切り替わります。 

□VD 


4 テレビのスピーカーから音青び聞こ 
える場合は、聞こえな < なるまでテ 
レビのスピーカーの音量を下げる 


4 DVD プレーヤーで、ディスクを再生 
する 
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入力音青を再生する 


0 デジタル信号の入力を確認ずる 


テレビや DVD プレーヤーと本機を光ファイバーケーブルまたはデジタル音声ピンケーブルで接続して 
いる場合、テレビや DVD プレーヤーのデジタル信号び本機に入力されているか確認でさます。 


さ■モード自 ns ち入カモードスリーブ 

□ □口 □ 

_5ビーム ST+3 ビーム 3ビーム 

回回回 

ステレオ 7イビーム サラウンド 

日日日 


テレビの場合 


DVD プレーヤーの場合 


1 r テレビを再生ずる j(46 ぺージ)を 
実行する 

2 ST+3 ビームキーを巧す 

テレビの BS / 地上デジタル放送の信号を再生 
しているときは、フ□ントパネルデイスプレ 
イにじ(下のインジケーターび点灯します。 


ST +3 ビーム 


AAC 


かヒント 

AAC インジケーターび点なしない場合、デジタル信 
号は入力されていません。その場合、し U 下の点につ 
いてご確認ください。 

-本機とテレビはデジタル接続されていまずか (23 
ページ)。 

-テレビ側のデジタル出力設定はオンになっていま 
すか。 

-テレビ側のビットスト U - ム出力設定はオンに 
なっていますか。 

. テレビ側の AAC 出力設定はオンまたは自動 
( AUTO ) になっていますか。 
インジケーター表示については r 内蔵デコーダーとイ 
ンジケーター表示(己1ページ)をご参照ください。 


1 rovD プレーヤーを再生する J 
(4 巨ぺージ)を実巧する 

2 ST+3 ビームキーを巧ず 

DVD ソフトの已 . Ich サラウンドデジタル信号 
を再生しているとさは、フ□ントパネルデイス 
プレイにじ(下のインジケーターび点なします。 


ST +3 ビーム 


□□ DIGITAL 
または 


V 


み-ヒント 

□□ DIGITAL または dts インジケーターび点なし 
ない場合、デジタル信号は入力されていません。 
その場合、しソ下の点についてごお語ください。 

-本機と DVD プレーヤーはデジタル接続されて 
いますか (24 ページ、 28 ページ)。 

- DVD プレーヤー側のデジタル出力設定はオン 
になっていますか。 

- DVD プレーヤー側のビットスト U - ム出力設定 
または DTS 出力設定はオンになっていまずか。 
インジケーター表示については「内蔵デコーダーとイ 
ンジケーター表示(已]ページ)をご参照ください。 
サラウンド確認用 DVD (付属)を使用すると、本 
機にデジタル信号び入力されているか確認するの 
に便利です。 


本機について 


設置.接続する 


準備ずる 


設定ずる 



応用操作 


付録 
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音量を調節ずる 




曰曰曰 


ms テレビ入か;！»テレご>3含 

ロロ 〇 


〇 消音する 


消音 キーを 巧ず 

フ□ントパネルディスプレイに 「AUDIO 
MUTE ON」 と表示され、 VOLUME インジ 
ケーターび点滅します。 


消■音 




音量を上げるには本なの VOLUME 
+キーまたは if モコンの音量+キー、 
下げるには本なの VOLUME - キー 
または U モコンの音量ーキーぞ巧す 



消音を解除してもとの音量に戻ずには 

消音キーを再度巧す、または音量+/—キーを 
巧します。 


か-ヒント 

「消音のレべルを設定する」（7]ぺージ)で、消音 
キーを押したとをに完全に消音ずるか、 20 dB 下げ 
るかを選択することびでをます。 



VOLUME (音量)調節範囲： 

MIN (最ル)、 0] 〜目目、 MAX (最大） 

ぶ-ヒント 

音量を45程度まで上げてち音声び聞こえない場合 
は、做障かな？と思ったら」旧7ぺージ)をご参照 
<ださい。 
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サラウンド再生を楽しむ 


ビームモードキーを使って、ビームモードを変更することにより、最大已 .1 チヤンネルのヴラウ 
ンド再生を楽しむことびできます。「已ビーム」、 「 ST (ステレオ ）+3 ビーム」、「3ビーム」の3つ 
のビームモードを、お好みで切り替えてください。 

かヒント 

-詳細設定の「1設置視聴環境1/3の r 本体設置位置」を設定する」（日己ページ)で「コーナー置さ」を還択した 
場合は、「已ビーム」および「3ビーム」は選択でをません。この場合、已ビームキーまたは3ビームキーを押 
ずと、フ□ントパネルディスプレイに rsp Pos . Corner !」 と表示されまず。 

• r 已ビーム」、に T (ステレオ ）+3 ビーム」、「3ビーム」の3つのビームモードでは、入カソースびステレオ 
(2 チヤンネル)の場合でち、サラウンドで再生されます。その場合、サラウンドモードを切り替えること 


びでさまず。詳しくは已2ページをご参照ください。 



0)5 ビームで再をする 

フ□ント左/ち、センター、サラウンド左/ち 
の已チヤンネルから、ビーム化された音声を出 
力します。 

ビーム経路とビームび反射する壁び確保され 
ている場合には、最大のサラウンド効果び得 
られます。 

マルチチヤンネルで記録されている映画 DVD 
の鑑質や、2チヤンネルソースをマルチチヤン 
ネルで再生したいとさなど、サラウンド効果 
をを分に楽しみたい場合に最適です。 

フ□ント左/ちチヤンネルは、壁に向けて出力 
されます。 



1 TV / AWYSP スイッチを YSP 測 
にスライドをせる 

YSP モードに切り替わります。 

TV/AV 
YSP 


2 5 ビームキーを 巧す 

フ□ントパネルディスプレイに「日 BEAM 」 
と表示されます。 


已ビーム 




本機について 


設置.接続する 


準備ずる 


設定ずる 



応用操作 


付録 
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サラウンド再生を楽しむ 


OST ロ テレオ)+3ビーム 
で再をする 

ビーム化しない通常のフ□ント左/ちチヤンネ 
ルの音声に、ビーム化したセンターチヤンネ 
ルとサラウンド左/ちチヤンネルの音声を加 
え、已チヤンネルで音声を出力します。 

ライブ DVD などの鑑質に最適です。中央付近 
か b はボーカルの声や楽器の音び、横からは会 
場の反射音び聞こえ、まるでステージを前にし 
ているよラな臨場感を楽しむことびでをます。 

サラウンド左の音声信号はフ□ント左チヤン 
ネルのビームを使って出力され、サラウンド 
ちの音声信号はフ□ントちチヤンネルのビー 
ムを使って出力されます。 


q 3 ビームで 再をする 

フ□ント左/ち、センターの3チヤンネルか日 
音声を出力します。 

フ□ントビームだけを出力することによって音 
のスイートスポットび広びるため、広い範囲で 
良好なサラウンド感を得ることびできます。 

ご家族で一緒に映画を見るとさや、後方からの 
ビーム経路び無い場合(視聴位置び後方の壁に 
近い場合など）に最適です。 

マルチチヤンネルソースの場合、サラウンド左/ち 
チヤンネルの音声はフ□ント左/ちチヤンネルにそ 
れぞれ5ックスしてフ□ント左/ちチヤンネルの 
ビームで出力します。これにセンターチヤンネルの 
ビームを加え、3つのビームで音声を出力します。 


フ□ント左/ちチヤンネルは、直接視聴位置に 
向けて出力されます。 




1 TV / AV / YSP スイッチを YSP 測 
にスライドをせる 

YSP モードに切り替わります。 



2 ST +3 ビームキーを 巧す 

フ□ントパネルディスプレイに 
「 STEREO 十3 BEAM 」 と表示されます。 





1 TV / AV / YSP スイツチを YSP 側 
にスライドをせる 

YSP モードに切り替わります。 


TV/AV 

YSP 



2 3 ビームキーを 巧す 

フ□ントパネルディスプレイに「3 BEAM 」 
と表示されます。 



か ヒント 

詳細設定で口□ント左/もチヤンみレの位置を調節 
する （ Lch / Rch 位置調整)」 （69 ぺージ)を行うと、 
よりつなびりのあるサラウンド感び得られます。 


已〇 






























































サラウンド再生を楽しむ 


® 内蔵デコーダーとインジケーター表示 

本機では、内蔵したデコーダーにより、け下のようなさまざまなソースを楽しむことびでさます。 

入力している音声信号は自動的に選択され、じ(下のよラにフ□ントパネルディスプレイのインジ 
ケーターび点灯します。 


本 

機 

に 

二) 

い 

て 


状況 

インジケーター表示 

目 S / CS / 地上デジタル放送を入力している 

AAC 

目 S / CS / 地上デジタルまたは HDD レコーダーの 
音声多重放送を入力している 

DUAL 

PCM 信号を入力している 

PCM 

DTS デジタル信号を入力している、または 

DTS Neo ; 日を選択している 

dts 

ドルビーデジタル信号を入力している 

□□ DIGITAL 

ドルビープ□ロジックを還択している 

□□PL 

ドルビープ□□ジック II を選がしている 

□□PLn 



搞 

ず 

る 


{ 


設 

定 

ず 

る 


ぶ-ヒント 

• 「入力信号のデコード方法を設定する」 （78 ページ)で、入力音声信号を選択することがでさます。 

- DTS - ES 対応のディスクは DTS で再生され、ドルビーデジタル己.] EX 対応のディスクはドルビーデジタ 
ルで再生されます。 



応 

用 

JS 

作 


S 


已1 






























サラウンド再生を楽しむ 


0)2 チヤンネ!レソースをサラウンドで楽しむ 

本機では、2チヤンネルソース（アナ□グソースや CD など）をデコードし、最大已 .] チヤンネルで 
再生することびできます。また、サラウンドモードを切り替えることによって、さまざまなサラ 
ウンド効果を楽しむことびでさます。 

か-ヒント 

サラウンドモードの切替は、ビームモードび「3ビーム」、「已ビーム」、に T+3 ビーム」 （4 日ぺ一义已〇 
ページ)のいずれかに設定されていて、シネマ DSP(54 ページ)び映画またはオフのとさにのみち効です。 



1 TV/AV/YSP スイッチを YSP 測 
にスライドをせる 

YSP モードに切り替わります。 



2 サラウンドキーを繰り返し巧ず、ま 
たはサラ ウン ドキーを巧し でか5 
づ/[^丰一 を巧ず 


サラウンド 



シネマ DSP び映画のときの表示例 



シネマ DSP びオフのとをの表示例 



選択でさるヴラウンドモードとおずすめのソース 


サラウンドモード 

おずずめの ソース 

ドルビー 
プ □□ ジツク 

— 

すべての ソース 

ドルビー 

Movie 

映画 

プ□□ジツク II 

*Music 

音楽 


*G 日 m 扫 

ゲーム 

DTS Neo : 色 

Cinema 

映画 


*Music 

音楽 


* :シネマ DSP がオフ（已已ページ)のときにのみ有効でず。 
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サラウンド再生を楽しむ 


サラウンドモードのパラメーターを変更する 

サラウンドモードでドルビープ□□ジック II Music または DTS Neo : 己 Music を遇択している場 
合は、ソースにあわせてサウンドをアレンジすることびでさます。 


1 合/▽丰一をかしで*パ’ラメー 
夕-を還がする 



2 <1 /\>キ-を巧して、設定値を変更する 

選択できるノ（ラメーターと変更できる設定 
値は次のとおりです。 


PANORAMA(PLII Music 選巧時） 

フ□ント音場の広びり感を調節します。サ 
ラウンド音場につなびるよラな広びり感を 
得ることびできます。 

選択項目： ON、OFF 
初期設定： OFF 


DIMENSION(PLII Music 還択時） 

フ□ント音場とサラウンド音場レベルを好 
みの八'ランスにすることびでさます。 
一にするとサラウンド側、+にするとフロ 
ント側び強くなります。 

巧変範囲：_3〜 STD 〜+3 
初期設定 ： STD 

CT WIDTH(PLII Music 選択時） 

センターからの音声を左ちに振り分けること 
びでさます。 

0にするとセンターのみ、7にするとフ□ント 
L / R のみか5センター音声び出力されます。 

巧変範囲：〇〜7 
初期設定：3 

C. IMAGE(DTS Neo;6 Music 選択時） 

フ□ント音場の広びり感を調節します。 
値をルさくするとフ□ント音場の広びりび 
大きくなり、大きくすると狭く（センター 
への定位び強く）なります。 

巧変範囲： 0.0〜1 .0 
初期設定： 0.3 




本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定する 



応用操作 


付録 


已3 



























シネマ DSP を楽しむ 


シネマ DSP とは、世界の著名なコンサートホールや劇場などで測定したデータに基づく音場(音 
の広びり）技術を応用することにより、ご家庭で映画館のよラな視聴体験を実現する機能のこと 
です。ドルビーデジタルや DTS 、 ドルビープ□□ジックのシステムと組み合わせて、音のスケー 
ルや奥行さ、音量感を補います。 

ぶ-ヒント 

ビームモードび r ステレオ」（已日ぺージ）または r マイビーム」（已7ぺージ）に設定されているとをには、シネマ 
DSP の機能は無効です。 


m Mi ス巧ーツ 

CiJQCiJ 

_すフ_ □ちまみ ■ 

回 

CH レベル 

0. 



〇 音楽ブロクラム 


TV/AV/YSP スイツチを YSP 側にスライドさせ 
てから、音楽キーを押します。 



MUS に（ミュージック） 

ロックやジャズなどのライブコンサート会場の臨場 
感をつくりだします。映像/音場空間びスク1」ーン 
周囲に大きく広びり、熱狂的な雰囲気を感じること 
びでをます。 


〇 映画プログラム 


TV/AV/YSP スィッチを YSP 側にスラィド'させ 
てから、映画キーを押します。 


映画 



MOVIE (ムービ ー) 

セリフと音場効果音び明瞭に描き分けられ、広大な 
映画空間を演出します。高度な技術を腿使したドル 
ビーステレオ、ドルビーデジタル、 DTS ソフトま 
で、映画の世界をお楽しみいただけます。 


已4 

















































シネマ DSP を楽しむ 


みスポーツプログラム 


TV/AV/YSP スィッチを YSP 側にスラィドさせ 
てから、スポーツキーを押します。 

スポーツ 


TV/AV 

YSP 


白 




VOL 



：7rr- 

=： 


SPORTS (スポーッ） 

スポーツ中継のステレオ放送では、解説は中央に定 
位し、歓声や場内の雰囲気は周囲に大さく広がつ 
て、スポーツ観戦の醒酬味を味わうことができま 
す。 


み 効果レベルを調節する 

各 DSP プ□グラムは初期設定のままで十分お楽 
しみいただけますび、ソースや U スニングルー 
ムの音響にあわせて DSP プ□グラムの効果レべ 
ル(音場効果のかかり具合)を変更でさます。 

1 調節したいプログラムを選巧する 

2 A / ▽ キーを 巧ず 

フ□ントパネルディスプレイに 「DSP 
LEVEL ■ - □服」と表示されます。 




フ〇ン 《ネルデイスプレイに 
mSP LEVEL .• OdBJ と表示され 
ている間に<1 />丰一を巧す 




レベル調節範囲： 

-日祀劇まを弱く）〜+3祀例まを強く） 


Q シネマ DSP をオフにする 

音場効果をかけずに元の音で再生したい場合 
は、シネマ DSP をオフにします。 


TV/A V / Y 3 P スイッチを Y 5 P 測 
にスライドをせる 

YSP モードに切り替わります。 

TV/AV 
YSP 

オフキーを巧す 

フ□ントパネルディスプレイに 「CINEMA 
DSP OFF 」 と表示されます。 

オフ 


1〇の。 


本機について 


設置.接続する 


準備ずる 


設定する 



応田操作 


付録 


已已 


















































































ステレオ再生を楽しむ 


ビームモードキーを使って、ビームモードを r ステレオ」にすると、ステレオ再生を楽しむことび 
でさます。 

r ステレオ」では、フ□ント左/もの2チヤンネルか日、ビーム化しない通常の音声を出力します。 

CD などの八イフアイステレオソースの再生に最適です。また、通常のテレビのスピーカーの代 
わりとしてちご利用いただけます。 

マルチチヤンネルソースの場合は、フ□ント左/ちチヤンネルじ(外の音声をフ□ント左/ちチヤン 
ネルにミックスして、フ□ント左/ちチヤンネルか日出力します。 





1 TV / AV / YSP スイッチを YSP 側 
にスライドをせる 

YSP モードに切り替わります。 



2 ステレオキーを巧す 

フ□ントパネルディスプレイに 「STEREO 
MODE 」 と表示されます。 



か ヒント 

「ステレオ」を還択しているときには、サラウンド 
モード(已2ぺージ)、シネマ DSP (已4ぺージ)の機 
能は無効です。 


已巨 


































音声を明瞭に再生する(マイビーム) 


ビームモードキーを使って、ビームモードを r マイビーム」にすると、テレビなどの音声を明瞭に 
再生でさます。「マイビーム」では、ビーム化された音声を]チヤンネルで出力します。 

周囲び騒びしく、テレビの音声びはっさりと聞さ取れないとさに使用すると便利です。また、深 
夜に視聴する場合など、音量をルさくして「マイビーム」にすると、周囲に音び響きません。自動 
または手動でビームの角度を調節し、視聴位置に音声を向けてご利用ください。 





句 


已ビーム ST+3 ビーム 3ビーム 


ステレオ 7イビーム サラウンド 

[ 4 1 r 已 1 llJ 

«* 9 m : un - ッ 

QJLDCiJ 

I 1| 



ち 


テレビ« 

f — ^ 


7イビームキーを巧す 

フ□ントパネルディスプレイに 「MY 
日 EAM 」 と表示されます。 

マイビーム 
已 U 


TV/A V / YSP スイッチを YSP 測 
にスライドをせる 

YSP モードに切り替わります。 


TV/AV_ 
YS 戸 - 


か-ヒント 

マイビームキーを巧してから数秒経つと、フ□ント 
パネルディスプレイに、選択されている機器名と 
「MY . BM」 び表示され、「 • 」の部分び点滅します。 

表示例 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 



応用操作 


付録 


已7 

























































































音声を明瞭に再生する(マイビーム) 


9 自動的にビームち度を調節する 

1」モコンのキーを巧すことにより、本機び1」モコンの位置を検知し、視聴位置へ自動的にビームを向ける 
ことびでさます。 


5フぺージの手順2で、マイビーム 
キーを2秒な上巧す 

本機左ちか日]回ずつテスト音び出力され 
よ 〇 



測定に失敗すると、エラー音び出力され、フ 
□ントパネルディスプレイに 「MY BEAM 
ERROR 」 と表示されます。その場合、も記 
のごま意を参考に、再度操作してください。 


角度(水平ち向)調節範囲：ち50°〜ち已ぴ 
動作な証範囲：日の、左30。〜ち30° 

- 

. 自動で ビーム 角度を調節するために、 U モコ 
ンに内蔵されたマイクびテスト音を測定し、 

U モコンの位置を検知します。そのため、周 
囲の騒音び大きい場合、エラーになることび 
あります。 

-測定中は、 U モコンを振ったり動かしたりし 
ないでください。 

-エラーになることびをい場合、 U モコンの電池 
び消耗している場合びあります。その場合は、 
電ミ也を交換してから再度操作してください。 


d 手動でビームち度を調節する 

動作保証範囲外で「マイビーム」を使用する場合、テスト音を聴さなび日、手動でビームの角度を 
調節することびできます。 


1 フ a ントパネルデイスブレイに rMY 
BEAMJ と表示をれている聞に (56 
ぺージ手順2)、<\ />キーぞ巧す 

フ□ントパネルディスプレイに、現在設定 
されている角度の値び表示されます。 

<キーを巧すたびに左方向へ角度び大さく 
なり、^キーを巧すたびにち方向へ角度び 
大きくなります。 



2 しば6<の巧操作をしない 

角度調節モードを終了します。 

角度(水平方向)調節範囲： 

左9ぴ〜ち9ぴ 

か-ヒント 

-「マイビーム」を選択しているときには、サラウン 
ドモード(已2ぺージ)、シネマ DSP (已4ぺージ)、 
TruBass (己1ぺージ)の機能は無効でず。また、 
サブウーファーか5は音声び出力されません。 

. ナイト U スニング/テレビ音量一定モード（已〇 
ページ)と併用すると、より効果的に音声を出力 
でさる場合びありまず。 


己8 


































デジタル音声ミ重を切り替える 

本機では、日 S / 地上デジタル放送の映画、ドラマなどで使われている AAC 信号や HDD レコー 
ダーに録画/録音されているドルビーデジタル信号の音声入力時に、どの音声を出力するか選択 
することびでさます。 



jy/A V/Y5P スイッチを YSP 測 
にスライドをせる 

YSP モードに切り替わります。 


TV/AV 
YS 戸 - 


2 D 音青を重キーを繰り返し巧す、 


f きを重キ- 
h- は D 音青ミ 


または D 音青を重キーを押してか5 
A / ▽ キーを巧ず 


主音声のみを出力します。 


副音声のみを出力します。 


~ i . iM ふ !' i マ■二:ミ,"ミこ， 

主音声と副音声の両方を出力します。 

ぶ-ヒント 

再生している映画やドラマなどに副音声が収録され 
ていない場合、 D 音声多重キーを巧してち、音声の 
切り替えはでさません。 


D 音青を重 

11/+10 I 


または 


D 音声を重 


I 1/+10 I 




本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 



応田操作 


付録 


已9 













































音量を抑えて再生ずる(ナイトリスニング 
モード•テレビ音量一定モード） 

ナイト U スニングモードとテレビ音量一定モードを合わせて音量モードといい、音量モードキー 
で切替びでさます。ナイト U スニングモードとは、夜間にル音量で映画や音楽を楽しみたいとさ 
に、大きな効果音などを抑えてセ U フなどは明瞭に再生する機能です。テレビ音量一定モードと 
は、テレビを再生中、 CM などで急に音量び大さくなるのを防ぐ機能です。 

ナイト U スニングモードには、映画再生に適した CINEMA モードと音楽再生に適した MUS にモー 
ドび用意されています。 再生するソースにあわせてサラウンドモードを選択してください。 


百■モード自 BIS ち入カモードスリーブ 
□ □ □ □ 
5ビーム ST+3 ビーム 3ビーム 

回回回 


ステレオ 7イビーム サラウンド 



S * vm スがーツ 

む口山 



1 TV/AV/YSP スイッチを YSP 側 
にスライドをせる 

YSP モードに切り替わります。 



2 音量モードキーを巧ず 

フ□ントパネルディスプレイに現在設定さ 
れているモードび表示されます。 


音量モード 




(ナイトリスニングモード： 
映画巧） 

(ナイトリスニングモード： 
音楽用） 

(テレビ音量一定モード） 
(オフ） 


4 各モードび表示をれている巧に 
< /\>キーを巧す 

エフェクトレベル(音を抑えるレベル）を選 
択することびでさます。 



3 音量モードキーを繰0返し巧して、 
モー ドを選がする 

ナイト U ス ニン グモードで再生している間 
は、フ□ントパネルディスプレイの 
MGHT インジケーターび点灯します。 


ぶ-ヒント 

U モコンの電源キーまたは本体の STANDBY/ON 
キーを押すか、電源コードを巧くと、音量モードは 
解除されます。 


音量モード 


\ ' / 

— NIGHT — 
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低音を効ま的に再生ずる機能 ( TruBass ) 
を切り替える 

ほ音域の信号を効果的に出力する機能 (Tru 日 ass ) のオン/オフを切り替えます。オンに設定する 
と、サブウーファーびない場合でちほ音を効かせて再生することびでさます。 

Tru 日 ass の低音は振動び伝わりにくいため、近隣への低音巧書をほ減することちでをます。 

ぶ-ヒント 

ビームモードび r マイビーム」（已 7 ぺージ）に設定されているときには、 TruBass の機能は無効です。 


M am jiM-y 

CJ 日 CiJ 

a 



TV/A V / YSP スイッチを YSP 測 
にスライドをせる 

YSP モードに切り替わります。 


TV/AV 

YSP 


T ruBass を解除ずるには 

c *) T「uBass キーを巧して、フ□ントパネル 
ディスプレイに 「 Tru 日 ass OFF 」 と表示させま 
す。 

(：•) 


C*) TruBass キーを巧ず 

フ□ントパネルディスプレイに現在の設定 
(オンまたはオフ）び表示されます。 
初期設定では、オンになっています。 

(•) 


TruBass キーを巧して、 

つ a ント J 《ネルデイスプレイに 
ITruBass 0/\ U と表巧をせる 

(•) 


本機について 


設置.接続する 


準備ずる 


設定ずる 



応田操作 


付録 
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ス IJ — プタイマーを巧用する 


一定時間び経過すると、自動的に電源びスタンバイ状態になるように設定します。本機で音声を 
聴さなび日おやすみになりたい場合などに便利です。 


テレビ TJul 入力旦 マク〇 

□ a 口 □ 

含■モード自 BBS 入カモードスソープ 

口 □□口 

已ビーム ST+3 ビーム 3ビーム 

口回回 

ス U —プタイマーを設定ずるには 


1 TV/AV/YSP スイッチを YSP 側 
にスライドをせる 

YSP モードに切り替わります。 



2 スリープキーを繰0返し巧ず 

スタンバイ状態になるまでの時間びじ(下の 
よラに切り替わります。選択している間は 
SLEEP インジケーターび点滅します。 


スリーブ 



3 しば6<の巧操作をしない 

SLEEP インジケーターび点灯に変わり、 
ス I 」ープタイマーび設定されます。 


スリープタイマーを解除するには 

ス U —プタイマーを設定したあとに設定を解 
除したい場合です。 

1 TWAV/YSP スイッチを YSP 欄 
にスライドをせる 

YSP モードに切り替わります。 



2 スリーブキーを繰り返し巧して、 
rSLEEP OFFJ を鐵只する 


スリーブ 



3 しばら < の巧操作をしない 

SLEEP インジケーターび消灯し、設定び 
解除されます。 

SLEEP 

消な 


ぶ-ヒント 

U モコンの電源キーまたは本体の STANDBY/ON 
キーを押すか、電源コードを抜くと、ス U —プタイ 
マーは 解除されます。 


\ ' / 

— SLEEP — 

/ I \ 
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本機を詳細に設定ずる 


自動設定で調節されたサラウンドサウンドをお好みに合わせて変更したり、その他の各種設定を 
行ラことびできます。 


9 詳細設定メニュ --m 

詳細設定では、本機の性能をより弓 I さ出してお使いいただくことびできます。自動設定で十分に 
U アルサラウンドサウンドをお楽しみいただくことびできますび、さ日に高精度で高品質のサラ 
ウンドサウンドを追巧するには、詳細設定におすすみください。詳細設定は、じ(下のよラに用 
途、機能別に4つのカテゴ U —に分類されています。 

か ヒント 

自動設定されたデータはメモ U- に保存することびでさます (42 ページ)。 U スニングルームの状況に合わ 
せてそれぞれのデータを保存し、ご使用の際に設定を切り替えると便利でず。 


サウンド設定 

1ンコント□-ル 

高音域と低音域の出カレベルを調節します。 

70 

サブウーファー設定 

ヴブウーファーに関するし''ろし''ろな設定をし 
ふ 9 〇 

70 

消音レベル 

消音にしたとさの音量を設定します。 

71 

映像と音声のタイ S 
ング調整 

音声出力のタイ S ングび映像と一致するよラ 
調節します。 

71 

單1匹お 

己又直ぉ坑 

本機の設置環境を設定します。 

72 

DD / DTS ダイナ 
ミックレンジ圧縮 

ダイナミックレンジの設定をします。 

72 

ビーム設定 

設置視聴環境 

U スニングルームでの本機の位置や視聴位置 
を設定します。 

66 

ビーム調整 

ビームの指向性に関する設定をします。 

67 

Lch / Rch 位置調整 

フ□ント左ちチヤンネルの定位を調節します。 

69 

入力設定 

入力端子設定 

音声入力端テの設定を変更します。 

73 

入力信号デコード 
モード 

電源をオンにしたとさの入力の設定をします。 

74 

入カレベル調整 

端子ごとに入カレベルを設定します。 

74 

表示設定 

本体表示設定 

フ□ントディスプレイの表示の明るさを設定 
します。 

75 

メニュー画面設定 

テレビ画面に表示される本機のメニューに関 
する設定をします。 

75 



S 
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本機を詳細に設定ずる 


[▲]/[▼]: 朋離 
[總：總 


〇 詳細設定メニュ-の操作手順 

詳細設定メニューの操作について説明します。メニューの各項目の詳細については、66ページ 
〜7已ページをご参照ください。 


か-ヒント 

メニューを 操作中に カーソルキーの 操作びでさな< 
なった場合は、 TV/AV/YSP スイッチび TV/AV 側 
に設定されていないか確認してください。 

メニューを操作するには、 YSP 側にスライドさせて 
<ださい。 


1 TV / AV / YSP スイッチを Y 5 P 側 
にスライドをせる 

YSP モードに切り替わります。 



2 メニューを巧ず 

テレビ画面にメニューび表示されます。 



3 心/ ▽キーを巧して、詳細設定を 
選がし、決定キーを巧す 

じ(下のよラな画面び表示されます。 



4 么/ ▽キーを巧して、設定したい 
頂巨びあるタニュ -を還がする 



5 巧定キーを巧ず 

選択したメニュー内の項目び表おされます。 

表示例：手順4で 
ビーム設定を選んだ場合 



メニユ ■ 

—.メモリー 
.自国設ミ 
•詳艦ま 


齡:蓝® 


■測關 

1) サウン陶定 

2) ビ-ム關 

3) 入硝ま 

4) 表禪ま 

[▲] / W :敞 
[ミ 細：游 
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本機を詳細に設定ずる 


6 么/ ▽キーを巧して、設定したい 
頃目を選ぶ 



7 決定キーを巧す 

選んだ項目の設定モードに入り、現在の設 
定び表示されます。 

項目によっては、 a / ▽キーでサブメ 
ニューを選びます。 



▽ 


< / \>キーを巧して、設定を調節、変 
更ずる 

設定を確定するには、決定キーを巧しま 
す。前の表示に戻るには、戻るキーを巧し 
ます。 



9 メニユーキーを巧して、設定を終了 
する 

テレビ画面か b メニユーび消えます。 



み-ヒント 

設定結果をメモ1」一に保存したり、そのデータをお 
部屋の状況に応じて呼び出したい場合は「メモリー 
機能を使用ずる」 （42 ページ)をご参照ください。 


本機について 


設置.接続する 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 


巨已 




























本機を詳細に設定する 


g > ビームを設定する 

本機か日出力されているビームに関するさまざまな設定を行います。 

ぶ-ヒント 

各チヤンネルのビームの音量レベルは、信のバランスを調節する」 （7 日ぺージ)で調節できます。 


(メニュ ー- ►詳細設定ービーム設定) 


2) トム關 

一 A ) 設置娜踞 

B ) ヒ-ム勇星 

C ) Lch / Rch に畐調套 



設置環境の設定により、ビームを調節 
する(設置視聴環境） 

U スニングルームでの本機の位置や、本機か 
ら視聴位置までの距離を設定します。 

r 設置視聴環境」の各項目の値を変更するたび 
に r ビーム調整」の項目で、設定び自動的に適 
切な値へ変更されます。 

- 

「設置視聴環境」の設定を変更すると、自動設定で 
調節されたビームに関ずるデータび失われます。 
自動設定で調節されたビームのデータを生かした 
状態で、さらに調節を加えたい場合は「ビームの 
角度や長さを設定する （ ビーム調整)」から設定を 
斤ってください。 


1 設置視聴環境1/3の「本体設置位置」を設定ずる 

本機の設置状態を設定します。 


A ) 111 1/3 

- 本憾置位置 . 壁置き 


[▲]/[▼]: 項目觀[イ/ [►] :體 
は赶ぶ了 


選択項目：壁置さ、コーナー置さ 
初期設定：壁置さ 



壁と化行に設置 部屋のコーナーに設置 

2 設置視聴環境2/3を設定する 

U スニングルームの長さと幅を設定します。 


「壁置き J の場合 「コーナー置走」の場合 


A ) 111 2/3 



A ) 設麵環培ン3 



巧 

«— 1 — [ 5, 8 m ] --► 
3, 3 m 




祭. -4, 8 m - • 

1 

[4, 8 m ] 

1 

i 


【▲レ 
ほ固 

[▼] ;項目靴 M /[ H : 體 
终了 


鮮 

[▼] :頂目 i 巧[イ /[►]: 
轻了 

驅 


巧変範囲： 2.0 m 〜] 2.0 m 


「本体設置位置」を r 壁置 
さ」に設定した場合は 、 U 
ス ニングルームの 幅と本 
機か日後方までの長さを 
設定します。 



「〕ーナー置き」に設定し 
た場合は、視聴位置の左 
側前方の壁の長さとち側 
前方の壁の長さを設定し 
ふ^ 〇 



巨巨 














































本機を詳細に設定する 


a) 水平自 g 1/5 


フ□ント左 
-5 日度 




[ィし 


1 r 水平角度」を設定ずる 

自動的に出力されるテスト音を聴さなびら、ビーム 
の水平ち向の角度をチヤンネルごとに調節します。 


左ち向に調節すると音び出力されるち向は左ち向へ 
移動し、ちち向に調節するとちち向へ移動します。 
これに よってビームの 経路び移動し、 ビーム 
の 方向を最適化することびでさます。 


フ□ント左/ち 

可変範囲：左9□度〜ち9□度 

センター 

可変範囲：左9□度〜ち9□度 

サラウンド左/ち 

可変範囲：左9□度〜ち9□度 



Z 「ビ ーム 経路長」を設定する 

各チヤンネルのビームび、出力されてか日壁 
にはね返って視聴位置に到達するまでの距離 
を設定します。この設定により、音の遅延量 
び補正され、各チヤンネルの音び同じタイ S 
ングで視聴位置に届くよラになります。 


り卜娘路長 


、フ□ント左 •• 
フ□ントち •• 
センター... 
サラのド左 • 
サラのドち • 

[▲] / [▼] ■m 

じ細：咨了 


5 ビーム 


[ィ/【►]:體 


ぶ-ヒント 

r ビーム経路長」は r 水平角尉を調節した場合にのみ 
設定してください。自動設定 (36 ページ)を行った 
穫、「ビーム経路長」の設定のみを変更すると、音が 
届<タイ S ングがずれてしまいます。 



1ぶの〜 

9.0 m 



ビームの水平角度•経路長 • 焦点距離 • 
高音レベルを個別に設定する 
(ビーム調整） 

ビームの指向性に関する設定を行います。 


み-ヒント 

自動設定の実行や、詳細設定「設置視聴環境」の設 
定により、ち項目の初期設定値は自動的に設定さ 
れていまず （r 焦点距離」の r センター」は除<)。 
ビームモード (49 ページ、已〇ページ、已日ぺ 一 
ジ、已7ページ)）の設定により、設定でをない 
チヤンネルは r-- 」と表示されます。 


3 設置視聴環境3/3を設定ずる 

本機前面か日視聴位置までの距離や、本機の 
中むか日左側の壁までの距離を設定します。 


r 壁置さ J の場合 


「 コーナー 置き J の場含 


A 

)111 3/3 



参、 

【 2. 5 m ] 


[A]/ 

ほ茵 

▼] :即爱巧[◄】/[►]:勇薑 
终了 


r 壁置さ J 場合のみ 


A)lll 3/3 


な 


[▲]/[▼]: 項目鄰 M /【 H : 體 
は固ぶ了 


B) 卜 II 整 

一 a ) 水平能 
b ) ビ-ム觸長 

C) 焦点閒 
d ) 詣レベル 

[▲]/[▼]: 項目鄭 
[細：決定 


本機から視聴位置までの可変範囲： 
1 .8 m 〜9.0 m 


本機から左側の壁までの可変範囲： 
日. 6 m 〜 1].4 m 



本機について 


設置.接続する 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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本機を詳細に設定ずる 


フ□ント左/ち 

巧変範囲：日. 3 m 〜24.日 m 

センター 

巧変範囲： 日. 3 m 〜24 .日 m 
サラウンド左/ち 
巧変範囲： 日. 3 m 〜24 .日 m 


ち図では、矢印の長さがビーム 
の経路長を表していまず。 


r 焦点距離」を設定する 


フ□ント左/ち 

巧変範囲： 一] . Om 〜+1 3.0 m 

センター 

巧変範囲： 一].日 m 〜 +1 3.0 m 
初期設定： 一日.日 m 
サラウンド左/ち 
巧変範囲： 一].日 m 〜 + ] 3 .日 m 



例 


フ□ント左チヤンネル センターチヤンネル 



音がよくきこえる範囲（スイートスポット）の 
広さを調節します。 



c ) l « 

— ] □ント£- 

つ□ント右… . 

めクー . 

サラウン巧'' I 
サラの巧'' I 



lA] / [Tl ： 1R M/W:« 

欧因：!? 了 


かヒント 

自動設定 (3 己ページ)および r 設置視聴環樹（日6 
ページ)の設定では、スイートスポットび本機の幅 
よりかし広くなるよラ自動的に調節されます。 


本機は、下図のよラに音び一旦焦点を結び、 
その地点か日また広びるよラ設定されていま 
す。数値をルさく（一（マイナス)方向に)設定 
するほどスイートスポットは広くなり、数値 
を大きく （+( プラス）方向に）設定するほどス 
イートスポットは狭くなります。 


センターチヤンネルについては、初期設定 
(一0.已 m ) での使用をおすすめします。 


4 r 高音レベル」を設定する 

高音域の指向性を各チヤンネルごとに調節し 
ます。 


d ) 高音レベル 

- 5ビーム+ 

—フ□ント左 . 

..•(MB …… 1 … 

フ□ントち . 

..•(MB …… 1 … 

センター . 

..•(MB …… 1 ...... 

ヴラウンド £•••• 

• • • OdB …… 1 … 

ヴラウンドち •••• 

• •• OdB …… 1 …… 

[▲] / [▼] :觀 
ほ赶：的 

ィ/ [►] :レべ麵 


カーテンなどに音び吸収され、ビームの反射 
びルさくなってしまラときに、高音域のレべ 
ルを上げることにより、それを補正します。 

数値び上びるほど、ビームの反射び大さくな 
ります。 
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本機を詳細に設定する 


フ□ント左/ち 


巧変範囲: 

: -12 .□服。 

-+12.0服 

センター 

巧変範囲: 

: -12 .□服。 

-+12.0服 

初期設定: 

: 〇服 


サラウンド左/ち 


巧変範囲: 

:-12.0服。 

-+12.0服 


調節しないとき 


フ□ントちチヤンネルの 
レベルを上げたと走の 
イメージ 




フロント左/ちチヤンネルのバランス 
を調節する （ LchRch 位置調藝） 

フ□ント左/ちチヤンネルの音声び聞こえてくるち向 
び、センターに近い位置になるように調節します。 

か-ヒント 

さチヤンネルのビームの音量レベルは、「音のバラ 
ンスを調節する」 （7 日ページ)で調節でをます。 


。 LcWRc 他麵 

►才7 オン 


• 0 % 
• 0 % 


齡:皆®** 


視聴位置び U スニングルームの中むか日極端 
にずれている場合など、左ちで音の聞こえて 
くる方向び不自然な場合にご利用ください。 

ビームモードを「3ビーム」または「巳ビーム」に設 
定しているとさのみ調節することびでさます。 

オンを選択すると「1「左」を設定する」および「2 
「ち」を選択する」で音のち向を調節でさます。 

選択項目：オン、オフ 
初期設定：オフ 


表示例： 

オンに設定した場合 


。 mmrn 


• 0 % 
• 0 % 


齡を:"™ 


1 r 左」を設定する 

左側から聞こえてくる音の方向を調節します。 

設定値(％)び上びるほどセンターか日音び聞 
こえるよラになります。 

巧変範囲：日％〜9日％ 

初期設定：日％ 


調節しないとさ 


フ□ント左チヤンネルを 
調節したときのイメージ 




' 「ち」を設定する 

ち側か5聞こえてくる音の方向を調節します。 

設定値(％)が上がるほどセンターから音が聞 
こえるよラになります。 

巧変範囲：日％〜9日％ 

初期設定：日％ 


調節しないとを 


フ□ントちチヤンネルを 
調節したときのイメージ 




本機について 


設置.接続する 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 




付録 
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本機を詳細に設定する 


〇 音声出力を設定する 

音質や音色の調節など、音声の出力に関する設定をします。 


(メニュ ー- ►詳細設定ーヴウンド設定) 


リサウンド關 

— A ) 卜ーンコント□-ル 
B ) サブウ-ファ-離 
0消旨レベル 

D ) 巧鱼と音青のタイミング離 
む設觀境 

F ) DD / DTS タイすミックレンジ圧?！ 
[▲]/[▼] :挪 
じ細：ま是 


高音域とお音域の出カレベルを設定ず 
る（卜ーンコント □ —ル） 

高音域と低音域の出カレベルを調節します。 

A ) トン]ントトル 

- + 

—富音 . 0 d B II 

抵音 . OdB II 

1 r 高音」を調節する 

高音域の音色を調節します。 

巧変範囲：一] 2.0 d 日〜+ ] 2 .OdB 
初期設定： OdB 

2 r 低音」を調節する 

低音域の音色を調節します。 

巧変範囲：一] 2.0 d 日〜+ ] 2 .OdB 
初期設定： OdB 


サブウーファーの設定をする 

サブウーファーにつし''て、さまざまな設定を 
します。 

B けブトファ-設定 


—バス出力 . つ□ント 

ク□スオ ー J 卜 .100 Hz 

LFE レベル . OdB 

圧结 . 3, Om 


齡を:胃 M /.►.：« 

1 「バス出力」を設定する 

サブウーファーと本機のどちらから低音成分 
を出力するかを設定します。 

選択項目：サブウーファー、フロント 
ネ刃期設定：フ□ント 

r サブウーファー」：本機に接続したサブウー 
ファーか日ほ音成分を出力します。 

「フロント」：本機か日ほ音成分を出力しま 
す。 

2 「ク□スオーバー」を設定する 

「バス出力」を r サブウーファー」に設定してい 
るときに、サブウーファーに出力する低音成 
分の周波数の上限を設定します。設定した周 
波数下の低音成分びサブウーファーに出力 
されます。 

選択項目： 80 Hz ' 1 OOHz 、 1 20 Hz 
孤期設定：1 OOHz 
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本機を詳細に設定する 


3 「LFE レベル」を設定する 

ドルビーデジタル、 DTS 、 および AAC 信号に 
含まれている LFE (ほ域効果音)の音量を調節し 
よ9 〇 

巧変範囲： 一 20服〜〇服 
初期設定：□服 

4 r 距離」を設定する 

サブウーファーか日視聴位置までの距離を設 
定します。 

巧変範囲： 0.3 m 〜]已 .Om 
初期設定： 3.0 m 


消音のレベルを設定する 

1」モコンの消音キーを巧して消音するとさに 
下げる音量を、2段階か日遇択します。 

C ) 消旨レベル ' 

►消音 -20 dB 

[イ/ [►] :離 
[細ぶ了 


選択項目：消音、 -20 dB 
初期設定：消音 

「消音」：完全に消音し、無音にする場合に選 
択します。 

r-20dBJ :いま聴いている音量よりも、 

20服下げて再生する場合に選択します。 


映像と音芦のタイミングを調節する 

音声出力のタイ S ングび映像と一致するよラ 
に補正します。 

の臟端のタイミング醒 

體時間 .0 msec 


デジタル処理された映像び、音声よりち遅れ 
て出力されることびあります。 

この出カタイ S ングのずれを、音声を遅らせ 
て出力することにより補正します。設定値び 
大さくなるほど音声び遅れて出力されます。 

プラズマディスプレイをご使用の場合は 
30 msec 〜已 0 msec 、 ブラウン管式テレビを 
ご使用の場合は 0 msec の設定をおすすめしま 
す。 

巧変範囲： Omsec 〜] 60 msec 
初期設定： Omsec 


本機について 


設置.接続する 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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本機を詳細に設定する 


設置環境を設定する 

本機の設置状況や I 」スニングルームの環境を 
設定します。 


日設顯 


-醒け離.… 

し、いえ 

部屋の客き ■ … 

購 

[▲]/[▼]: 巧目離 

[< / [►] :飘 

ほ围：沒了 



1 r 壁掛け設置」を選択する 

本機をラックなどに置く場合は「いいえ」を選 
択してください。 

本機を壁掛けブラケット等を利用して壁面に 
直接設置する場合は「はい」を選択してくださ 
い。本機背面と壁び接近していると、中低音 
びこもった感じに聞こえることびあります 
び、それを補正します。 

選択項目：いいえ、はい 
初期設定：いいえ 

2 r 部屋の響を」を選択する 

一般的な U スニングルームでご使巧の場合は 
r 標準」をお選び < ださい。 

壁びコンク U —卜ででさている場合など、音 
びよく反射する U スニング j レームでご使用の 
場合は r 大」をお選びください。 

選択項目：標準、大 
初期設定：標準 


ダイナミックレンジ圧縮を設定する 

ドルビーデジタル、および DTS 再生時のダイ 
ナミックレンジを選びます。 

F ) DD / DTS ダイナミがレンジ圧 I 

邸最大居車►圧巧なし 

[イ/ [►] :挪 
は茵：轻了 


選択項目：圧縮最大、圧縮標準、圧縮なし 
初期設定：圧縮なし 

「圧縮最大」：ル音量でちルさな音び明瞭に聴 
こえる、夜間に音声を楽しむのに適したダイ 
ナ S ツクレンジです。 

r 圧縮標準」：一般的な家庭用として使用する 
ダイナ S ツクレンジです。 

r 圧縮なし」：ルさな音か日大さな音まで、 
ソースの持つサウンドを最大に生かすダイナ 
S ックレンジです。 


ダイナ三ックレンジとは？ 

どれだけルさな音か日、どれだけ大さな音 
までを雑音や歪みなく再生でさるかを表わ 
したちのです。 
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本機を詳細に設定する 


み 入力の設定を変ちずる 


音声信号の入力に関する設定を行います。 

(メニュ- * ■詳細設定一入力設定） 


3) 入厢定 

- A ) 入力閣子醜 

B ) 入力信号デコ-巧-ド 
0 入カレベル涵皇 

W / [ Tl :頂目剛 
株固：瓶 


入力端子の割り当てを変更する 
(入力端子設定） 

本機のデジタル入力端テに印字されている名前 
(テレビ/チューナー、 DVD 、 ビデオ、 AUX ) は 
便宜的に付けられているちのです。 

入力端テ自体は同一のため、例えば光デジタル入 
力(テレビ/チューナー)端子に DVD プレーヤー/ 
レコーダーを接続してち機能は変わりません。 

例として、本機の同軸デジタル入力 ( AUX ) 端 
テと DVD プレーヤー/レコーダーの同軸出力端 
テを接続した場合、「3「同軸」を設定する」で 
「 DVD 」 を還択すると、 I 」モコンの DVD キーで 
DVD プレーヤー/レコーダーを選択できるよラ 
になります。彻期設定 「 AUX 」 のままでは、 
AUX キーを巧さないと、 DVD プレーヤー/レ 
コーダーを選択でさません。） 

また、フ□ントパネルディスプレイやメニューに 
表おされる機器名ち実際に接続されている機器名 
にの場合は DVD ) と一致するようになります。 

1 r 光入力[音青]。）」を設定する 

本機の光デジタル入力（テレビ/チューナー） 
端子を r テレビ」または r ビデオ」に割り当てる 
ことびでさます。 


k)mm 1/2 

狱力辟] 

— り） . テレビ 

( テレビ ） 

(2). DVD 

(DVD ) 

[▲]/[▼] :頂目挪[イ/ [►] :靴 
巧赶：約 


選択項目：テレビ、ビデオ 
初期設定：テレビ 

初期設定では、光デジタル入力(テレビ/ 

チューナー)端テは「テレビ」に設定されていま 
す。そのため入力選択キーのテレビキーを巧 
すと、接続された機器名に関係なく、フ□ン 
トパネルディスプレイには 「 TV 」、 メニュー画 
面には「テレビ」と表示されます。 

設定を「ビデオ」に変更すると、光デジタル入 
力(テレビ/チューナ ー) 端子に接続した機器 
を入力選択キーのビデオキーで選択でさるよ 
ラになり、フ□ントパネルディスプレイには 
「 VIDEO 」、 メニュー画面には r ビデオ」と表示 
されるよラになります。 

2 r 光入力[音青](2)」を設定する 

本機の光デジタル入力 ( DVD ) 端テを 「 DVD 」 ま 
たは 「 AUX 」 に割り当てることびできます。 

選択項目： DVD、AUX 
初期設定 ： DVD 

初期設定では、光デジタル入力 ( DVD ) 端テは 
「 DVD 」 に設定されています。そのため入力還 
択キーの DVD キーを巧すと、接続された機器 
名に関係なく、フ□ントパネルディスプレイ 
やメニュー画面に 「 DVD 」 と表示されます。 

設定を 「 AUX 」 に変更すると、光デジタル入力 
( DVD ) 端テに接続した機器を入力選択キーの 
AUX キーで選択できるようになり、フ□ント 
パネルディスプレイやメニュー画面に 「 AUX 」 
と表示されるよラになります。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 
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本機を詳細に設定する 


C ) 入カレべ讓 

， テレビ アナ□グ • 

巧入力.. 
ビデオ アナ□グ • 

DVD 巧入力.. 

AUX 醜入力 • 

[▲] / [▼] :飘【ィ] , 
[細ぶ了 


3 「同卽入力[音青]」を設定ずる 

本機の同軸デジタル入力 ( AUX ) 端テを 「 AUX 」 
または 「 DVD 」 に割り当てることびでさます。 


初期設定では、同軸デジタル入力 ( AUX ) 端モ 
は 「 AUX 」 に設定されています。そのため入力 
選択キーの AUX キーを巧すと、接続された機 
器名に関係なく、フ□ントパネルデイスプレ 
イやメニユー画面に 「 AUX 」 と表示されます。 

設定を 「 DVD 」 に変更すると、同軸デジタル入 
力 ( AUX ) 端テに接続した機器を入力選択キー 
の DVD キーで選択できるようになり、フ□ン 
トパネルディスプレイやメニュー画面に 
「 DVD 」 と表示されるようになります。 


電源を入れたときに適用する入カモード 
を設定する(入力信号デコードモード） 

本機の電源をオンにしたとさに使用する音声信 
号の入力設定を指定することびでをます。本機 
び自動的に適切な音声入力信号を選択するか、 
前回選択していた音声入力信号を今回ちそのま 
ま適用するかのどちらかを設定します。 

か-ヒント 

音声信号の種類については「入力信号のデコードち 
法を設定する」 （78 ページ)をご参照ください。 


r 自動選択」：入力された音声信号を識別し 
て、自動的に適切な入力選択をします。 

「前回設定」：前回電源を切ったとさに選択し 
ていた音声入力信号を再生します。設定とは 
異なった音声信号び入力された場合は、音声 
は出力されません。 


各端子の入カレベルを調節ずる 
(入カレベル調藝） 

端子ごとに入カレベルを設定して、ソースに 
より異なる音量のば日つさを調節します。 

かヒント 

本機と外部機器との接続状況によって、メニュー項 
目びをわりまず。 

表示例 


メニューに表示されたそれぞれの端子につい 
て、入カレベルを調節します。 


A ) 入力端子誠 W 

同8入 n 居ち 

(3}. AUX 

(AUX ) 


齡を:®随 1ん 


[►] : 


B ) 入力信号デ]-ドトド 

►自画飘 前回觀 


[イ/【►];敞 
[細ぶ了 


選択項目：自動選択、前回設定 
巧期設定：自動選択 


巧変範囲：一己. Od 日 〜 OdB 
初期設定： -3.0 dB 


選択項目： AUX、DVD 
初期設定 ： AUX 


B B B B B 程 
d d d d d 語 

o o o o o H 

----- 
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本機を詳細に設定する 


み 表示の設定を変更する 

本体のフ□ントパネルディスプレイ表示や、テレビ画面に表示されるメニューについて設定します。 


(メニュ ー- ►詳細設定一表示設定) 


"表願定 

一 A ) 本憾觸ま 
B ) メニ； I - 画面離 


[▲]/[▼]: 呢挪 
じ細：まち 


フ□ントパネルディスプレイの明るさ 
を設定する(本体表示設定） 

フ□ントパネルディスプレイ表示の明るさを 
設定します。 


A け体表願定 

-揉作時の巧るさ . 日 

非削時の巧るさ . 0 

[▲]/[▼] :頂目割？[イ/ [►] :離 
防赶：約 


1 r 操作時の明るさ」を設定する 

本体の キー または I 」モコン キーで なんらかの 
操作をすると、フ□ントパネルディスプレイ 
の表示び一定時間明るくなります。そのとさ 
の明るさを調節します。 

選択項目：一2、一1、0 
ネ刃期設定： 0 

2 r 非操作時の明るさ」を設定する 

一定時間なにち操作しないと、フ□ントパネ 
ルディスプレイは暗く表示されます。 

そのとさの明るさを調節します。「操作時の明 
るさ」の設定値をき準にさ日に3段階暗くする 
ことびでさます。 

選択項目：非表示、一3〜一1、0 
ネ刃期設定： 0 


メニューの表示を設定する 
(メニュー画面設定） 

テレビ画面に表示される本機のメニューに関 
して設定します。 

「 B ) メこ 1- 丽關 


—上下位置 . 0 

韻ち . 胃 


[▲]/[▼]: 朋鄰[イ /[►]: 翻 
は赶：泻了 


1 r 上下位置」を設定する 

メニューを表示する位置を調節します。一（マ 
ィナス)方向にすると表示位置び上に移動し、 
+( プラス)方向にすると下に移動します。 

巧変範囲：一曰〜+曰 
初期設定：日 

2 「背景色」を設定する 

メニューの皆景色を選択します。 

選択項目：青、グレー 
初期設定：青 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 
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音のバランスを調節する 


各チヤンネ j レの音量のバランスを調節します。各チヤンネ J レの音量バランスを整えることによつ 
て、自然なサラウンドサウンドになります。 


〇 テス ト音を使つて調節ずる 


各チヤンネルか日テスト音を出力することによって、チヤンネルごとの音の大ささの違いを聴さ 
く日べ、バランスを調節することびできます。 



1 TV/AV/YSP スイッチを YSP 側 
にスライドをせる 

YSP モードに切り替わります。 



i —.. (詳細設定の「バス出力」が 

/ C /二:な:'广巧 「ヴブウーファー」のとキ、 



2 テストキーを巧す 

フ□ントパネルディスプレイに 「TEST 
FRONT U と表示され、フ□ント左チヤン 
ネルからテスト音び出力されます。 


テスト 



3 心/マキーを押して調節したい 
チヤンネルを選択する 

フ□ントパネルディスプレイの表示びしソ下 
のよラに切り替わります。 



4 <1 /りキーを巧して音量レベルを調節する 

音量調節レベルは-] 0犯〜+ ] OdB です。 


設定中に音量を上げた場合は、次のステッ 
プにすすむ前に必ず音量を確認し、上びり 
過ざている場合は音量を下げてください。 

5 テストキーを押して、設定を終了する 


テスト 



み-ヒント 

サブウーファーを接続し、 ri 「バス出力」を設定 
ずる」 （70 ページ)で r サブウーファー」を選択する 
と、 「 SWFR 」 の項目も設定でをます。 

調節できないチヤンネルは「一一」と表示されます。 

’ビームモードび r ステレオ」および r マイビーム」の 
場合、テスト音を出力して音量レベルを調節する 
ことはでさません。 
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音のバランスを調節する 


み再生しなび5調節する 

DVD などを再生しなび5、各チヤンネルの音量バランスを調節することびでさます。 


CH レベル 



1 TV / AV / YSP スイツチを YSP 側 
にスライドをだる 

YSP モードに切り替わります。 



2 CH レベルキーを繰り返し巧す、ま 
たは CH レベルキーを巧し でか5 
ム/マキーを巧して、調節したし、 
チャンネルを還がする 

フ□ントパネルディスプレイの表示びじ(下 
のように切り替わります。 



3 づ/>丰一を巧して*音量レベルを 
調節する 

音量レベル調節範囲は一] Od 日〜 +] Od 日 
です。 



4 しば6<の巧操巧をしない 

設定を終了します。 


か-ヒント 

’ヴブウーファーを接続し、 ri 「バス出力」を設定 
する」 （7 □ページ)で「サブウーファー」を選択する 
と、 「 SWFR 」 の項目を設定でさます。 

■ 調節でをないチャンネルは r 一一」と表示されま 
す。 

ビームモードび r ステレオ」の場合、サブウー 
ファー のみ調節でさます。 

「マイビーム」の場合、センターチャンネルのみ調 
節でさます。 


本機について 
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準備ずる 


設定ずる 
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入力信号のデコード方法を設定する 

テレビや DVD から本機に入力される音声信号の選択をします。 

「AUTO」 (初期設定)のままでほとんどの音声信号を再生することびできますび、必要に応じてデジタル、 
アナ□グ信号の優先順位を選んだり、 DTS または AAC 信号に入力設定を固定したりすることびできます。 



1 TV / AV / YSP スイッチを YSP 測 
にスライドをせる 

YSP モードに切り替わります。 



2 


入力選がキーを巧して、還 f 尺したし) 
モードに切0替える 

チューナービデオ DVD AUX 

□ □□□ 


テレビ 

□ 


な 


AUTO 

入力された音声信号を識別して、自動的に適 
切な入力選択とデコードをします。 

デジタルとアナ □ グの両方で接続したテレビ 
か日、両方の信号び入力された場合には、デ 
ジタル信号を優先して選択します。 

通常はこのモードをご使用ください。 

DTS 

DTS 信号のみを再生します。 

DTS 信号を入力している場合、 AUT □に設定 
しているときよりちを定した再生び巧能です。 

DTS-CD または DTS-LD を再生するときに 
おすすめします。 


3 入カモードキーを押す 

フ□ントパネルディスプレイに現在の入力 
設定び表示されます。 


入カモード 



4 入カモードキーを繰り返し巧す 

設定を変更することびできます。ビデオは 
ANALOG の設定となっています江場出御寺)。 


入カモード 



AAC 

AAC 信号のみを再生します。 

AAC 信号を入力している場合、 AUTO に設定 
しているとさよりちを定した再生び巧能です。 

BS/ 地上デジタル放送や D — VHS デッキなどか 
bAAC 信号入力するときにおすすめします。 

ANALOG 

デジタ) レ信号とアナ □ グ信号び同時に入力され 
ている場合でち、アナ□グ信号を再生します。 

ぶ'- ヒント 

「電源を入れたとさに適用する入カモードを設定す 
る（入力信号デコードモード)」 （74 ページ)で、本機 
の電源をオンにした際に使用する入力設定を「自動 
選択」 ( AUTO ) にするか、前回使用していた入力設 
定にするかを指定することびでさます。 
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拡張メニューを設定する 

る種設定を保護したり、工場出荷状態に戻したりします。 


9 拡張メニュ-の操作手順 

あ張メニューの操作について説明します。各 
メニューの詳細については、80ページをご参 
照ください。 



n □□□口! 

1 -1 INPUT - VOLUME + STAWBY/ON 



1 本機の電源をオフ(スタンバイ）にする 



2 本化の INPUT キーを巧しなび6、 
STANDBY / ON キーを巧して電源 
を义巧る 


フ□ントパネルディスプレイに 「MEMORY 
PROTECT 」 と表示されます。 



3 INPUT キーをはなす 


INPUT 


4 TV / AV / YSP スィッチを YSP 側 

にスライドをせる 

YSP モードに切り替わります。 

TV/AV マ ■ 

YSP== け 


5 A / ▽キーを巧して、設定したし、 
メニューぞフ日ン はルディス プ 
レイに表示させ、ミ夫定キーを巧す 



6 <1 / \>キーを巧して、設定したい頂目/ 
指定したし、値をフ a ント J 巧ルデイ 
スプレイに表示させる 


表示例：手順5で 「DEMO MODE 」 を選んだ場合 



7 STANDBY / ON キーを巧して、電 
源をスタンバイにする 

再度 STAND 日 Y /0 N キーを巧して電源を 
入れると、設定されます。 




本機について 


設置.接続する 


準備ずる 


設定する 


基本操作 
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拡張メニューを設定ずる 


〇 メニュ —の設定巧客を保護する 

メモリー保をした設定の内容を変更でさないよ 
ラにします。「化張メニューの操作手順」 （7 日 
ページ)の手順巳で 「MEMORY PROTECT 」 を 
表示させ、手順日で口 ROTECT : ON 」 （設定内 
容を保護したい場合)を選択してください。 



選択項目： 

PROTECT : OFF 、 PROTECT : ON 


9 音量の最大値を設定する 

音量を、指定した値より大さくでさないよラ 
に設定します。 r 拡張メニユーの操作手順」 （7 日 
ぺージ)の手順巳で 「MAX VOLUME SET 」 を表 
示させ、手順6で値を設定してください。 



ミ！！ぉ範囲： 

MIN (最ル)、日]〜目目、 MAX (最大) 


な 電源を入れたとをの音量 
を固定する 

本機の電源をオンにしたとさの音量を、常に 
指定した値になるように設定します。 r 拡張メ 
ニユーの操作手順」 （7 日ぺージ)の手順已で 
「TURN ON VOLUME 」 を表示させ、手順巨で 
値を設定してください。 



調整範囲： 

OFF 、0] 〜9白、 MAX (最大) 


。デモ モードで再生する 

デアモードでは、ビーム化された音声を1チヤンネ 
ルで出力し、水平に動作(スイープ)させます。こ 
れにより、本機からビームびどのように出力され 
ているか体感していただけます。「拡張メニューの 
操作手順」 (7 日ぺージ)の手順5で 「DEMO MODE 」 
を表おさせ、手順日で 「 DEMO : ON 」 （デモモードで 
再生したい場合)を選択して < ださい。 



選択項目： 

DEMO : OFF 、 DEMO : ON 


音声をスイープさせるには 

決定キーを巧します。 

スイープを f 亭止させるには 

ちラー度ミ夫定キーを巧します。 

ぶ-ヒント 

お張メニユーの 「DEMO MODE」 オン/オフにかか 
わらず、本機から出力されるテスト音をスイープさ 
せることちでをまず。 

テスト音をスイープさせるには、本体の INPUT 
キーを2砂じ(上押してください。スイープは自動的 
に終了します。 

な 設定した内容を初期化する 

各種設定をすべて工場出荷状態に戻します。 
r 化張メニユーの操作手順」 （79 ページ)の手順 
巳で 「FACTORY PRESET 」 を表示させ、手順 
6で 「 PRESET : RESET 」 (工場出荷時の状態に 
戻したい場合)を選択してください。 



選択項目： 

PRESET : 仁 ANCE し PRESET : RESET 
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本機の IJ モコンでか glJ 機器を操作ずる 


外部機器の U モコンコード (86 ページ）を登録すると、本機の U モコンを使巧して本機に接続し 
たテレビや DVD 、 ビデオデッキなどの外部機器を操作することびでさます。 

- 

外部機器の機種によっては、本機の1」モコンで一部の機能を操作でさない場合びあります。また、全く 
操作できない場合もあります。このような場合はを機器に付属しているリモコンをご使用ください。 

U モコンの電池び切れると、約2分後に U モコンの設定内容び消去されます。この場合、必要に応じ 
てリモコンコードを再登録してください。また、電ミ也び切れてから2分に満たない場合でも、電池の 
交換中に U モコンのキーを押すと、設をび消えてしまラことびありますので、ごま意ください。 


@ ソモコンコー ドを登録ずる 


入力選択キーのテレビキーにはテレビの、 DVD キーには日 VD の、ビデオキーにはビデオデッキ 
の、 AUX キーにはその他の機器の U モコンコードを登録することびできます。 



〇-ド七ットキーを巧しなび6 、 IJ 
モコンコー ドを設定したいか部機器 
の入力選択キーを巧す 

コードセツトキーを巧したまま、手順2へすすみます。 


設定例(ヤマ A 製 DVD ) 

テレビミ肖音 

「1- II 押しながら 


□VD 


2 h ランスツシ3ンインジケーター 
の点滅び点灯にをねつたら、 コ ー Ai 
セツトキーを巧したまま、数字キー 
でか部磯おのリモコンコード巧巨 
ぺージ)を入力する 

設定例けマノ V 製 DVD ) 


サラウンド 


テレビ消音 


コードセット 


巧したまま 


スポーツ 


スポーツ 

ra 


r 設定した機器を操化する j ( s 2 
ページ)を参照し、登録したか部機器 
のいずれかの操巧を実巧する 

外部機器び正しく機能すれば登録は完了で 
す。 

正しく機能しない場合は U モコンコードび 
合致していない可能性びあります。本機に 
接続している外部機器の U モコンコード 
旧己ぺージ)を確認後、手順1を再度実行し 
てください。 


コードセット 


本機について 
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準備ずる 


設定ずる 
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本機の U モコンでが部機器を操作ずる 


TV / AV / YSP スイッチを TV / AV 側にスライド 
させてか5、テレビキーを f 甲して入力をテレ 
ビに切り督えまず。 



■ a ■g ■涯 

獲）。© © -〇 



TV / AV / YSP スイツチを TV / AV 側にスライド 
させてか日、 DVD キーを巧して入力を DVD に 
切り替えます。 


〇電源 ( TV ) キー： テレビの電源をオンにします。 

0テレビ入力1/2キ ー : テレビの入力を直接 
} 日化しよす。 

©数字キ ー : チヤンネルを直接指定します。 

〇チヤンネル （+/-) キー： テレビのチヤンネ 
ルを切り替えます。 

©テレビ音量 (+/-) キ ー : テレビの音量を調 
節します。 

©テレビ入力切替キー： テレビの入力を切り 

替スます。 

0テレビ消音キ ー : テレビの音量を一時的に 
消'音します。 


YSP 


〇電源 ( AV ) キ ー : DVD の電源をオンにします。 

©数字キー： 数字を入力します。 

包メニューキ ー : DVD メニューを表おします。 

〇力ーソル ( z ^/ ▽パル) キ ー/ 巧定キ ー : 

DVD メニューを選択します。 

包戻るキ ー ： DVD メニューで前の画面に戻 
る、または DVD メニューか日巧けるときに 
巧します。 

包 DVD 、 ビデオデッキ操作キ ー : 再生、停止 

などの操作をします。 



〇 設定した機器を操作する 

テレビを操作する DVD プレーヤーを操作する 
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本機のリモコンで外部機器を操作する 


ビデオデッキを操作ずる 


■源 ■ a ■ « 

資)。を© 


衛星放送/ケーブル TV チューナーを操 
作する 


-0 


わ一 t- ビデオ OVD AUX 

ロロ Q □ 

テレビ Wll スカ2 7ク □ 

a 口 □口 

■■モ-ド目 Htf ；>JJ モ-ドスリーフ 

口 □ロロ 

己ビーム ST+3 ビーム 3ビーム 

口日日 

ステレオ マイ t— ム サラウンド 

日日日 
M M ス iK- ヴ 

QJ LU QJ 

，フ c« 

〔1。。！ |ll/+io^ II 12 j 

己 H レベル 

Oy 


か 



B 


Qr 


-o 


チユーすービデオ DVD AUX 

a 口 Q_a 

テレビ 乂力 1 Sj 32 マク〇 

□ ロロ ロ 

•■モ-ド百 ms んカモ-ドスりープ 

□ ロロ ロ 


比ーム 87+3ビーム 化一山 

口囚回 

ステレオ ム サラウンド 

日回回 
日日の 

|| 10 の l| |piwo| f 12 I 

CH レベル 

o . 



TV / AV / YSP スイツチを TV / AV 側にスライド 
させてか5、ビデオキーを巧して入力をビデ 
オデッキに切り替えまず。 


TV / AV / YSP スイツチを TV / AV 側にスライド 
させてか5、チユーナーキーを f 甲して入力を 
チユーナーに切り替えまず。 


TV / AV _ 

YSP - 


ビデオ 


TV/AV _ 
YSP- 


ナユーナー 


今 


〇電源 ( AV ) キー： ビデオデッキの電源をオン 
にします。 

0 チャンネル （+/-) キー： ビデオデッキの 
チャンネルを切り替えます。 

© DVD . ビデオデッキ操作キ ー : 再生、停止 

などの操作をします。 


〇電源 ( TV ) キー：チユ ーナーの電源をオンに 
します。 

0数字キ ー : チヤンネルを直接指定します。 

0チヤンネル （+/—) キー： チューナーのチヤ 

ンネルを切り替えます。 


か-ヒント 

TV/AV ぺ SP スイッチび YSP 側に設定されていて 
も、 TV/AV 側に設定されてしぶ場合と同様に機能ず 
る キーち あります。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定する 


基本操作 



付録 
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本機の U モコンでが部機器を操作ずる 


0 テレビマクロ機能をほ用する 

テレビマク□機能とは、入力選択キーで入カモードを還んだだけで、テレビの入力切替までを自 
動的に行うことびできるようにする機能です。例えば DVD を再生する場合、通常は （1) テレビの 
入力を切り替える一 (2) 入カソースを DVD に切り替える•■-などの操作び必要です。マク□機 
能を使ラと、マク□キーの DVD キーを巧すだけでこのよラな一連の操作を行ラことびでさます。 

- 

-テレビマク□の設定は、テレビの U モコンコードを登録旧1ぺージ）したあとに行ってください。テレ 
ビマク□設を後にテレビの U モコンコードび登録された場合、リモコンコード登録び無効になります。 

-チューナー機能び搭載されていないテレビをご使用の場合は設定のち法び異なります (85 ページ)。 

-設定の途中で、下のリモコン図でおされている！;!外のキーを押すと、設定び無効になります。 

-手順2または3で、キーを押ず間隔び10秒を超えると、ずべての操作び無効になります。その場合、 
手順]からやりなおしてください。 



1 コードセツトキーを巧しなび5、マ 
クロを設定したい機器の入力還択 
丰一を巧す 

コードセットキーを巧したまま、手順2へ 
すすみます。 


設定例 ( DVD ) 


テレビ消音 



巧しなが5 



2 コードセツトキーを巧したまま、テ 
レビマクロキーを巧す 

テレビ‘消音 マク〇 



3 チヤンネル +/- キー、または数き 
キーを巧す 

テレビ画面びチューナー画像に切り替わつ 
たことを確認します。 



4 テレビ入力切替キーを巧す 

手順1で指定した入カモードの画像に切り 
替わるまで、キーを繰り返し巧します。 


テレビ入力切替 



5 ミ夫定キーを巧して、7ク□設定を終了する 
































































本機のリモコンでか部機器を操作する 


チューナー機能び搭載されていないテ 
レビをご使用の場合 

1 コードセットキーを巧しなび5、7 
クロを設定したい機器の入力選が 
キーを 巧す 

コードセットキー対甲したまま、手順2へ 
すすみます。 

設定例 ( DVD ) 

テレビ消音 DVD 

r II 押しながら 


コードセット 


2 コードセツトキーを巧したまま、テ 
レビマクロキーを押す 


テレビ消音 


-ドセット 


マクロ 


巧したまま 


テレピスカ7丰一を巧す 

テレビび入力1の画面に切り替わったこと 
を確認します。 

入力1 


4 テレビ入力切替キーを巧す 

手順1で指定した入カモードの画像に切り 
替わるまで、キーを繰り返し巧します。 


チヤンネル 



テレビ入力切替 


または 


巧定キーを巧して、マク□設定を終 
了する 



テレビマク□を実行するには 

1 TV / AV / YSP スイッチを YSP 欄 
にスライドをだる 

YSP モードに切り替わります。 


TV/AV 

YSP 


2 7クロを実巧したい機器の入力還が 
キーを2砂な上巧す 

入カモードび切り替わるのと同時に、テレ 
ビの入力ち切り替わります。 

チユーナービデオ DVD AUX 

L4-I じ.3 ( Li つ]^4.叫 

2秒 L ソ上巧ず 

テレビマク□の設定を解除ずるには 

1 コードセツトキーを巧しなび5、マ 
クロ設定を解おしたい機器の入力選 
択キーを巧ず 

コードセツトキーを巧したまま、手順2へ 
すすみます。 

解除例 （ DVD ) 


テレビ消音 


コードセット 


DVD 


巧しなが5 


2 コードセツトキーを巧したまま、テ 
レビマクロキーを f 甲す 


テレビ消音 


コードセット 


マクロ 


巧したまま 


巧定キーを巧して、マクロ設定を解 
陈ずる 



本機について 


設置.接続する 


準備ずる 


設定する 


基本操作 



付録 
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リモコンコードー覧 


下表のメーカー製品であってを形式、年式によって使用で去ないをのびあります。また、メーカー 
や機種によっては操作で去ないをの、または限 b れた機能しか操作できないをのびあります。この 
場合は、お使いの機器専用の U モコンをご利用ください。複数の U モコンコードび記載されている 
場合は、お使いの機器に一致するをのび見つかるまで順番にお試しください。 

メーカー名 U モコンコード メーカー名 U モコンコード 


テレビ 

アイワ 

294 

27 已 

283 

284 




RCA 

293 

297 

234 

2 已巨 

2 已 7 

2 巳 8 

221 

NEC 

297 

2 已吕 

282 





LG/GOLDSTAR 

297 

298 

239 

237 




SAMSUNG 

297 

239 

248 

262 

27 己 



サンヨー 

29 己 

233 

279 

272 

273 

274 

212 

シャープ 

292 

239 

232 

213 




ソニー 

2 已 3 

214 






DAEWOO 

297 

298 

224 

227 

228 



東芝 

292 

22 已 

267 

2] 已 




パイオニア 

22 已 

23 已 

2 已 4 

2 已已 

268 



パイデヴイン 

201 

202 






パナソニック 

234 

23 已 

23 巨 

2 已 3 

288 

211 


ビクター 

29 巨 

24 已 

247 

28 巨 




曰立 

297 

239 

242 

243 

28 己 

20 巨 


PHILIPS 

298 

22 已 

20 已 





實±通 

289 







フナイ 

277 

278 






云養 

299 

297 

2 已 9 

287 




ヤマ从 

299 

292 

242 

28 已 

287 

2 己 3 

20 已 

DVD プレーヤー 

アイワ 

巨 48 

巨 49 






RCA 

巨 39 







オンキヨー 

巨 32 

巨 33 

634 





ケンウッド 

巨 28 







SAMSUNG 

已 42 







シャープ 

巨 43 







ソニー 

644 

巨 7 已 

677 





DAEWOO 

已已已 







デノン 

巨吕 3 

巨 24 

682 





東芝 

巨 34 

巨巨已 

666 

667 




パイオニア 

636 

巨 37 

638 

673 

已 74 

巨 7 已 

色 8 已 


色扫邑 

687 






パイデヴイン 

巨 78 

巨 79 






パナソニック 

已 23 

巨 3 已 

668 

巨 72 

682 

已扫 3 

684 

ビクター 

巨 27 







曰立 

626 







PHILIPS 

已 99 

巨 47 

巨已 9 





フナイ 

巨 2 已 







MAR 冉 NTZ 

已 99 

巨已 9 






云養 

巨 29 







ヤマ从 

巨 99 

巨 22 

623 

647 

已 8 吕 




ビデオデッキ 

アイワ 

39 已 

397 

398 

329 



NEC 

392 

394 

344 

383 



LG/GOLDSTAR 

39 巨 

388 





Orion 

327 






ケンウッド 

392 

394 

39 巨 




SAMSUNG 

3 己 4 

3 己 8 

363 

364 

3 巨已 

366 

サンスイ 

394 






サンヨー 

393 

33 已 

367 




シチズン 

39 巨 






シャープ 

39 已 

3 已 2 

382 




ソニー 

3 已扫 

379 

372 

373 

374 

37 已 

DAEWOO 

328 

334 

33 已 




東芝 

33 己 

389 





TEAC 

392 

394 

397 




パイオニア 

3 吕已 






パナソニック 

3 吕已 

328 

339 

3 已已 

378 

384 3 扫已 


38 巨 






ビクター 

392 

394 

344 

34 已 

34 巨 

347 

曰立 

3 吕已 

333 

349 

342 

343 


フナイ 

397 






MAR 冉 NTZ 

392 

394 





兰養 

399 

344 

348 

3 已 9 

3 已 3 

3 已 2 

ヤマ八 

399 

392 

393 

394 




ケーブルテレビチューナー 


ソニー 

7 己已 

7 已 7 





パイオニア 

747 

748 

7 扫已 




パナソニック 

744 

74 己 

74 已 

747 

783 

784 

曰立 

722 






PHILIPS 

763 

764 

7 巨已 

766 

767 

7 已 8 

BS デジタルチューナー 

RCA 

837 

838 

83 白 

842 



ソニー 

832 

83 已 





東芝 

833 

83 已 





パナソニック 

82 己 

829 





ビクター 

822 






曰立 

824 






PHILIPS 

82 已 

843 

844 

84 已 

84 巨 

847 848 


849 






ユニデン 

82 已 
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巧用中に巧統電源び切れる 

原因 

機器内部の温度び上昇したため、保護回路び働さ 
電源び切れた。 

対策 

温度び下びるのを待って(約1時間程度)、電源を 
入れなおしてください。 

参照ページ 

ス U —プタイマーび作動した。 

電源を入れてソースを再生しなおしてください。 

— 


音青び出ない 

原因 

再生機器びしっか0接続されていない。 

対策 

接続を確認して < ださし、。 

参照ページ 

22 

再生したいソースび正しく選ばれていない。 

INPUT キーや入力選択キーで、再生したいソー 
スを正しく選んでください。 

45 

音量びルさい。 

音量を大さくしてください。 

48 

消音されている。 

U モコンの消音キーまたは音量十/ーキーを巧し 
て消音を解除し、音量を調節してください。 

48 

サンプリング周波数び]目 2 kHz の PCM や MPEG 2 
など、本機で再生できない信号び入力されている。 

本機で再生可能な信号のソースを再生してくださ 
し)。または再生機器の設定を変更してください。 

— 


STANDBY / ON キーを押してを電源が入6ない 

原因 

電源コードびしっかり接続されていない。 

巧策 

電源コードび正しく AC コンセントに接続されて 
いることをご確認ください。 

参照ページ 

30 

内部マイコンびが部電気ショック魔雷または過度 
の静電気)、または電源電圧のほ下によりフリーズ 
している。 

AC コンセントか5電源プラグを抜き、約3日砂後 
にわラー度差し込んで < ださし、。 



が障かな？とおった s 

ご使用中に本機び正常に作動しなくなった場合は下記の点をご確認ください。対処してち正常に 
動作しない場合や、下記 L ソ外で異常び認められた場合は、本機をスタンバイ状態にし、電源プラ 
グを AC コンセントか日抜いてから、お買上げ店または最寄りのヤマ八電気音響製品サービス拠 
点にお問し ) 合わせください。 


9 全傲 


電源を入れてをすぐに切れてしま5 

原因 

巧策 

参照ページ 

電源コードびしっかり接続されていない。 

電源コードび正しく AC コンセントに接続されて 
いることをご確認ください。 

30 

内部マイコンびか部電気ショック(落雷または過 
度の静電気)、または電源電圧のほ下によりフ 

1」ーズしている。 

AC コンセントか5電源プラグを抜き、約3日秒後 
にわラー度差し込んでくださし、。 



本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 


応巧操作 
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故障かな？と思った s 


音青び突然出なくなる 

原因 

巧策 

参照ページ 

消音された。 

U モコンの消音キーまたは音量（十/一）キーを押 
して消音を解除し、音量を調節してください。 

48 


:クトチヤンネルの音びノイズになる 


原因 

あらかじめソースにサラウンド効果びかかっている。 



参照ページ 


七ジターチヤンネルか6音青び出ない 

原因 

センターチヤンネルの音量び絞5れている。 

巧策 

センターチヤンネルの音量を調節してください。 

参照ページ 

7色 


センター、サラウンドち/ちか6音青び出ない 

原因 

ビームモードび r ステレオ」に設定されている。 

対策 

ビームモードキーで、「日ビーム」、「ステレオ+3 
ビーム」、「3ビーム」のいずれかを選択して再生し 
てください。 

参照ページ 

49 


サラウンドを/ちチヤンネルか6音青が出ない 

原因 

サラウンド左/ちチヤンネルの音量びルさい。 

巧策 

サラウンド左/ちチヤンネルの音量を調節してく 
ださい。 

参照ページ 

76 


十分なサラウンド効まび得6れない 

原因 

巧策 

参照ページ 

本機と DV 日プレーヤー/レコーダーやテレビを 
デジタル接続している場合に、 DVD プレーヤー 
/レコーダーやテレビのデジタル出力設定び有効 
になっていない。 

DVD プレーヤー/レコーダーやテレビ側の設定 
を確認してください。 


リスニングルームび特殊な形状をしている、また 
は本機の設置場所や視聴位置び U スニングルーム 
の左ちの壁の中央か5ずれている。 

本機の設置場所や視聴位置を変更してください。 

] 白 

ビーム経路上に壁びなし、。 

ビーム経路上に反射板を設置してください。 

— 


ドルビーデジタルまたは DTS ソフトの再をびでをない(本機のディスプレイの 
ドルビーデジタルまたは DTS インジケーターび点なしない） 

原因 

接続したプレーヤーなどの設定び「デジタル出力」かつ 
「ドルビーデジタルまたは DTS 」 に設定されていない。 

巧策 

お使いのプレーヤーの取扱説明書を参照し、正し 
く設定してください。 

参照ページ 

入カモードを ANAL 日 G に言受定してし、る。 

AUT 日に設定してください。 

78 
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故障かな？と思った s 


サブウーファーを接続していない時に、本来の音なかの巧音が出る 

原因 

強い低音成分び連続して含まれるソースを再生し 
たため、保護回路び働を雑音び出た。 

対策 

音量を下げてお楽しみ < ださし、。 

参照ページ 

48 

詳細設定「サブウーファー設赴で「バス出力」を 
「サブウーファー」に変更してください。その隙 
「ク□スオーバー」を「1日日 Hz 」 または「12日 Hz 」 に 
設定してください。低音成分び抑え5れます。 

70 

サブウーファーを接続し、詳細設定 r サブウー 
ファー設定」を行ってください。 

70 


サブウーファーか6音青び出ない 

原因 

詳細設定「サブウーファー設定」で「バス出力」を 
「フ□ント」に設定したまま、ドルビーデジタル、 
DTS および AAC 信号を再生している。 

対策 

「ヴブウーファー」に設定してください。 

参照ページ 

70 

再生しているソースに LFE やお音信号び含まれて 
いない。 


— 


低音の再生不良 

原因 

詳細設定「サブウーファー設定」の r ク□スオー 
バ ー 」び正しく設定されていない。 

対策 

「ク□スオーバー」を正しく設定してくださし、。 

参照ページ 

70 

ナイトリスニングモードび選択されている。 

ナイト IJ スニングモードをオフにして < ださい。 

60 


テレビ画面にメニユーび表示されない 

原因 

メニュー表示巧ビデオケーブルびしっかり接続さ 
れていない。 

対策 

接続を確認してくださし、。 

参照ページ 

23 

テレビの入力切誓び正しく設定されていない。 

テレビの入力を切り誓えてください。 

34 


DVD などの映像び出ない 

原因 

対策 

参照ページ 

ビデオケーブルびしっか0接続されていない。 

接続を確認してくださし、。 

24 

テレビの入力切誓び正しく設定されていない。 

テレビの入力を切り誓えてください。 

— 


本機び正常に作動しない 


原因 

内部マイコンび外部電気ショック(落雷または過 
度の静電気)、または電源電圧の低下によ〇フ 
リーズしている。 


巧策 

AC コンセントか5電源プラグを抜き、約3日秒後 
にもラー度差し込んでくださし、。 


参照ページ 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 
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故障かな？と思った s 


マイビームの自動角度調節で測定にたがし、角度び設定されない 

原因 

対策 

参照ページ 

周囲の騒音び大をい。 

手動で調節してください。 

巳8 

音びよく反射する U スニングルームを使用してし、 
る。 

詳細設定「設置環境」で「部屋の響さ」を「大」に変更 
すると、測定でをることびあります。 

72 

動作保証範囲がで測定している。 

動作保証範囲内に移動するか、手動で調節してく 
ださし、。 

巳8 


デジタル機器や高周液機器か5の巧音を夏けている 

原因 

対策 

参照ページ 

本機とデジタル機器や高周波機器の設置場所び近 
すざる。 

本機か5それ5の機器を離してくださし、。 

— 


〇ソ モつン 


U モコジで操作でをない 

原因 

巧策 

参照ページ 

リモコン操作範囲か5かれている。 

本体の U モコン受光部か5色 ml； (内、角度3ぴ政 
内の範囲で操作してください。 

32 

受光部に曰光や照明(インバーター堂光灯やスト 
n ボライトなど)び当たっている。 

照明、または本体の向さを変えてください。 

— 

乾電池び消耗している。 

乾電池をずべて交換してください。 

31 


巧部機器をリモコンで操作でをない 

原因 

巧策 

参照ページ 

TV/AV/YSP スイッチび YSP 側に設定されてい 
る。 

TV/AV/YSP スイッチを TV/AV 側にスライドさ 
せて < ださい。 

33 

操作する機器び選ばれていなし、。 

U モコンの入力選択キーを巧して、操作したい機 
器を選んでください。 

4巳 

リモコンコードび正しく設定されていない。 

U モコンコードを設定しなおすか、同じ方一力一 
のコードの中か5別のコードを設定してくださ 
い。 

81 

リモコンコードを正しく設定しても、^一力一ま 
たは機器によつては操作で走ない場をびありま 
す。 

各機器に付属している U モコンをご使巧くださ 
い。 



メニューの操作中に力ーソルキーの操作びでまない 

原因 

巧策 

参照ページ 

TV/AV/ 丫 SP スイツチび TV/AV 側にスライドし 
し—しまった。 

TV/AV/ 丫 SP スイッチをもう一度丫 SP 側にスラ 
イドさせて < ださい。 

33 
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技術/用語解説 


5.1 チヤンネル 

をとちと映画館で臨場感のある音響効果を再現する 
ために開発されたサラウンド-システムです。前方 
に 3ch (左、ものステレオ 2ch+ セ U フ用センター 
Ich)、 後ちに 2ch (サラウンド効果)、さらに超低 
音を出すための LFE(n- ■ フ U クエンシー■エ 
フエクト）と呼ばれるチヤンネルび用意されていま 
す。 LFE は巧音域専用で帯域び狭<、独立した音源 
には成り得ないことから ro.lch」 とカウントされて 
います。 


AAC (アドバジスト • 才ーデイオ • コーデイ 
ング） 

デジタル圧縮音声フォーマットの1つです。をに曰 
本の BS/ 地上デジタル放送で採用されています。モ 
ノラル音声から最大で7チヤ ンネ J レ音声までを効率 
良く圧縮して記録 • 伝送できます。圧縮動画規格で 
ある MPEG-2 の中で策定されています。 


DTS (デジタル • シアター • システムズ） 

□TS 社び開発したデジタル-サラウンド-フォー 
マット(音声圧縮技術)で、 DVD などに使用されて 
います。ドルビーデジタルよりち1氏い圧縮率を採用 
しており、ク U アで厚みのある音質で已 .Ich サウン 
ドび再生でをるといわれています。 


DTS Neo :巨 

□TS 社び開発した、 2ch ソースを已 ch 化してヴラウ 
ンド再生する技術でず。再をするソースに合わせ 
て、映画用の Neo :已 Cinema モードと音楽用の 
Neo :日 Music モードび用意されています。 


LFE (□- •フリクエンシー • エフェクト） 

ドルビーデジタル、 DTS などのデジタル-サラウン 
ド-システムでは、通常の已 ch (フル帯域)じ(がに、 
ほ域の効果音のみを出力ずる LFE チャンネルび用意 
されています。 20Hz 〜 120 Hz の帯域の重ほ音を 
補助的に加えることで、迫力や U アル感び加わりま 
す。 LFE は巧音域専用で帯域び狭<、独立した音源 
には成り得ないことからの. Ich」 とカウントされて 
います。 


MPEG 

ISO (工業の標準化を図る国際機関）と IEC (電気.通 
信などの標準化を図る国際機関）び巧同で標準化し 
た「動圃および信声」にかかわるデジタル圧縮規格 
の名称です。 

MPEG には、 MPEG1、MPEG2、MPEG4 の3つ 
の規格びあります。 MPEG 1の画質は VHS ビデオ並 
みで、ビデオ CD などで利用されています。 

MPEG 乙の画質は S-VHS ビデオ並みで' DVD ビデ 
才などで利用されています。 


PCM (パルス•コード•モジユレーシヨン） 

アナ□グ信号をデジタル信号に変換する代表的な方 
式です。 PCM は非常に短く区切った単位時間あた 
りの信号レベルを巧号化（コード化）します。 MP3 
形式や ATRAC 形式のよラな圧縮処理を用いないこ 
とから、 U ニア PCM とを呼ばれています。 CD や 
DVD オーディオの録音ち式などに採用されていま 
す。 


SRS TruBass 

SRS 社び開発した、低音を増強再生する技術です。 
原音に含まれる異なる周波数の信号を利用して差成 
分を作り出し、その差成分で脳に巧音を感じさせる 
よラにしています。 


音場 

空間び持つ固有の音の響さのことです。音場を形成 
する要素には、音源から直接耳に届<直接音、音の 
明瞭度や音量を増大させる初期反射音、美しいホ韻 
や雖を与える後部残響音の3要素びありまず。 


シネマ DSP 

世界中の著名なコンサートホールや劇場などの音の 
響さを実際に測って作成したデータとを種サラウン 
ドデコーダーをかけ合わせ、ヤマノ V独自の技術で生 
み出された音場プ□グラムの総称です。映画館や劇 
場と環境び異なる一般家庭でを、映画や音楽びより 
臨場感ををって楽しめるように設計されています。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 


応用操作 
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技術/用語解説 


ドルビーデジタル 

ドルビーラボラト1」ーズ社び開発したデジタル•ヴ 
ラウンド.フォーマツト(音声圧縮技術)で 、 DVD 
の標準音声お式のひとつとなっていまず。フォー 
マツトとしては1じ11から已.1仁11まで用意されていま 
すび、一般的には前ち 3 ch 、 後ち 2 ch 、 LFE (低域 
効果音) 0. 1 ch の已 . 1 ch でサラウンドを構成しま 
す。各チヤンネ J レび独立した信号で録音されている 
ため、非常に明瞭な音声で再生することびできま 
す。 


ドルビープロロジック 

ドルビーラボラト U —ズ社び開発した、ステレオ信 
号をサラウンド再生ずるためのアナログ技術でず。 
ドルビーサラウンドエン コー ドされている 2 ch ソー 
スを、前ち 3 ch と後ち Ich (モノラル)の 4 ch でサラ 
ウンド再生しまず。 


ドルビープ□ロジック II 

ドルビープ□□ジックの上位規格で、ステレオ信号 
を已 .1 ch で再生するための技術です。後ちのサラウ 
ンド ch はステレオ化されているのと同時に、周波数 
特性びフル帯域化されています。再をするソースに 
合わせて、映画用の Movie モードと音楽用の Music 
モード、ゲーム用の Game モードの3つび用意され 
ていまず。 
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主な仕様 


アンプ部 

実用最大出力に IAJ ) 

.2 W ( 1 kHz , 1 0% THD ,4 n ) x 21 

+ 20 W り OOHz ,] 0% THD ,4 n ) x 2 個 

スピーカー部 

ルロ径 スピーカー 

.4 cm コーン 防磁型 X 2] 個 

ウーファー .] 0 cm コーン 防磁型 X 2 個 

入力端子 

オーディオビデオ、テレビ/チューナー 
(アナ□グ ）（] V /32 kn ) 
. 2組(アナ□グ音声) 

オーディオテレビ/チューナー 、 DVD 
(光デジタル） . 2個(デジタル音声) 

オーディオ AUX (同軸デジタル） 
.] 個(デジタル音声) 


出力端子 

サブウーファー (1 .已 V /120 HZL ソ下） ..... り固 
ビデオ （1 Vp - p /7 已の . り固 


システム接続端子 

OPTIMIZER M に .] 個（マイク入力) 

システム接続... . 1個（システムコント□-ル) 


総合 

電源電圧 . AC 100 V 、 已0/己 OHz 

消費電力 .37 W 

待機時消費電力 .0.1 WL ソ下 

寸法(幅 X 高さ X 奥行さ） 

. 800X ] 已 3X]] 已 mm 

質量 .9.0 kg 


仕様、および外観は、改良のため予告なく 
変更することびあります。 


本機はレ侶 C 巨1000-3-2」適合品です。 

JIS C 61000-3-吕適合品とは、日本工業規格「電磁両 
立性第 3- 2部：限度値一高調波電流発生限度値（け目当 
たりの入力電流び吕 0A し U 下の機器)」に基づさ、商用電 
力系統の高調波環境目標レベルに適合して設計-製造 
しに製品でず。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 


応田操作 
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索引 


A-Z 

AAC . 


DTS . 


DTS Neo :6. 


DUAL . 


PCM . 


TruBass . 


ア巧 

インテ1」 ビーム ...... 


オプティマイヴーマイク . 

音量モード . 


力巧 

簡易マイクスタンド . 

ケーブル押さえ ...... 


固定テープ . 


ヴ巧 


サラウンドモード 


自動政 . 

シネマ日 SP . 

詳細設定 . 

ステレオピンケーブル 
ス I 」 ープ タイマー ....... 


夕巧 

ダイナ S ックレンジ . 72 

デジタル音声ピンケーブル . 28 

テレビ音量一定モード . 60 

テレビマクロ . 84 

ドルビーデジタル . 已] 

ドルビープ□□ジック . 已] 

ドルビープ□□ジック II . 已] 

ナ巧 

ナイト I 」スニングモード . 60 

八行 

ビームモード . 48 

光ファイバーケーブル . 23 

フ□ントパネルディスプレイ . 14 

マ行 

マイビーム . 已7 

メニュー . 34 

メニュー表示用ビデオケーブル . 23 

メモ U -. 42 

ラ行 

リモコン . 16 

U モコンコード . 86 


已] 

已] 

已] 

已] 

已] 

己] 

36 

36 

60 

37 

22 

21 

已2 

36 

已4 

63 

23 

62 
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ヤ 7 八ホットラインサービスネットワーク 

ヤマノ V ホットラインサービスネットワークは、本機を末永 <、安むしてご愛用いただくためのものでず。 
サービスのご依頼、お問い合わせは、お買い上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。 


ヤマ AAV 製品の機能や取り巧いに関するお Pd いをわせ 

■ ヤマ八オーディオ S ビジュアルホームページ 

お客様から寄せられるよくあるご質問をまとめておりますので、ご参考 
にして < ださい。 

http://www.yamaha.co.jp/audio/ 

■ お客様ご相談センター 

(を国な通） 蘇 0570-01-1808 

全国どこからでも市内通話料金でご利巧いただけます。 

携帯電話、 PHS からは下記番号におかけください。 

TEL (053)460-3409 

FAX (053)460-3459 
干 430-8 巨己0静岡県お松市中ミ尺町 10-1 

受付日：月〜±曜日禍日およびセンターの休業日を除く） 

受付時間：] 0:0日〜12:00、13:00〜18:00 


ヤマ AAV 製品の修埋、ヴービスパーツに関するお問い合わせ 

■ ヤマ八電気音響製品修理受付センター 

(全国巧通） 这&‘ 0570-01-2808 

全国どこからでも市内通話料金でご利用いただけます。 

FAX (053)463-1 127 

受付日：月〜±曜日娜日およびセンターの体業日を除く） 

受付時間：月〜金曜曰 9:00〜19:00 ± 曙曰日: 0 日〜 17:30 

修理お持ち込みな口 

受付日：月〜金曜日禍日および弊社の休業日を除く） 

受付時間：日:日〇〜 17:4 巳 

化海道 〒〇已 4-8 已43札幌市中央区南1〇条西1 T 目1 -50 
ヤマ A センター巧 
FAX (011)512-6109 

首都圏〒 143-日00已東京都大田区平和島 2 T 目1 - 1 
京浜トラックターミナル内] 4号棟 A - 己 F 
FAX (03) 己7已 2-2 12已 

尉公 干43已 -001 6お松市和田町200ヤマノ V (株)和田工場内 
FAX (0 已 3)4 已2-日244 

名ち屋 干4已4-日〇已扫名ち屋市中 川 区玉川町 2 T 目 1-2 
ヤマ从(株)名古屋倉庫 3 F 
FAX (0 已 2) 已已 2-0 日43 

大阪 〒已已 4-00 已2吹田市広ち町] 0-28 
才ーク江坂ビルディング 2 F 
FAX (0 曰)巨330-已已3已 

九州 干81 2-8 日08福岡市博を区博を駅前 2 T 目]]-4 
FAX (092)472-2137 


* 名称、住所、電話ま号、 URL などは変更になる場合びあります。 


♦ 保証期間 

お買い上げ曰から1年間です。 

♦ 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づしで修理させていただきます。詳しくは保証 
書をご覧ください。 

♦ 保証期間が過ぎているとを 

修理によって製品の機能び維持でさる場合にはご要望により有料にて 
修理いたします。 

♦ 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 

一般管理費等び含まれています。 

部品げ 修理に使巧した部品代金でず。その他修理に付帯する 

部材等を含む場合ちあります。 

出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費巧です。 

別途、駐車料金をいただく場合びあります。 

♦ 補修用性能部品の最低保有期間 

補修巧性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り渡8年です。補修用 
性能部品とは、その製品の機能を維持ずるために必要な部品でず。 

♦ 製品のが態は詳しく 

サービスをご依頼されるとをは製品の状態をでさるだけ詳しくお知5せ 
ください。また製品の品番、製造番号などちあわせてお知らせください。 
《品番、製造番号は製品の背面をしくは底面に表示してあります。 

♦ スピーカーの 修理 

スピーカーの修理巧能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気部 
品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますので、エージン 
グの差による音色の違いび出る場合びあります。 

♦ 摩耗部品の交換について 

本機には使用年月とともに性能び劣化する摩耗部品(下記参職び使 
用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使巧環境や使巧時間 
等によって大きく異なります。 

本機をホをく安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部品を 
交換されることをおすずめします。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマノ 電気音響製品修 
理受付センターへご相談<ださい。 



摩耗部品の一例 

ボ U ュームコント□-ル、スイッチ • リレー類、接続端テ、ランスベルト、 

ピンチ□—ラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


ぷこのページは、安をにご使用いただ<た创こ A V 製品全般について記載して 
おります。 

7来年ごほ用の留品の点検を！ 


こんな症:!犬はありませんか？ 

C J • 電源コード•プラグび異常に熱い。 

\ゾ ♦ ]ゲくさい臭いびする。 

、 y ♦ 電源コードに深いキズか変形びある。 

愛情点検 ♦ 製品に軸れるとピ u ピ u と電気を感じる。 

♦ 電源を入れてわ正常に作動しない。 

♦ その他の異常•故障びある。 



すぐに使苗を中止してください。 


事故防止のため電源プラグをコンセントから抜を、 

必ず販売店に点横をご依頼<ださい。 

なお、点横•修理に要する費用は販売店にご相談 < ださい。 


わマ八株式会社 

干 430-8 巨巳。浜松市中ミ尺町[]。-1 
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戀 YAMAHA 

YSP -900 簡易接続•操作ガイド 


この簡易接続-操作ガイドは、テレビや DVD プレーヤーを接続して YSP - 900のサラウンドサウ 
ンドを楽しむまでの手順を説明しています。詳しい内容については取扱説明書をご覧くださし、。 


YSP-900 を設置する 


YSP -900 の設置場所を決定します。 

本機は下図のよラに音声をビーム化して出力します(矢印はビーム化した音声と各ビームの経路を表しています)。効果的な 
サラウンド感を得るために、ビームの経路と家具などの障害物び重ならない場所に本機を設置してください。 


本機を壁と並行に、リスニングルームの中央に設置 
した場合のイメージ図です。 


蚕具などの障害の 


本機をリスニングルームのコーナーに設置した場合 
のイメージ図です。隣接する壁との角度が40°〜 
已 cr の間におさまるように設置してください。 


家具などの障害物 




YSP - 900をテレビの上または下に設置します。 

下図の設置例を参考にして本機を設置してください。設置の詳細については取扱説明書20ページをご覧ください。 

本巧は落下防止のため、固定テープで巧実に固定して<ださい(取巧説明書21ぺージ)。 


本機をテレビの上に設置できるタイプのラックを使 
用して、下図のようにテレビの上に設置します。 
地震などの振動やお子様の接軸などで本機が落下し 
ないよラに設置して<ださい。 


本機を内部に収納できるタイプのラックを使用し 
て、下図のようにテレビの下に設置します。 

巧か5離れた高さに本機を設置すると、より効果の 
なサラウンド感を得5れます。 
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テレビや DVD プレーヤーなどを接続する 


YSP -900 をテレビや DVD プレーヤーなどに接続します 


〇 


下図の接続例を参考にして本機をテレビや DVD プレーヤーなどに接続してください。サブゥ- 
接続の詳細や他機器との接続については取扱説明書22〜 3 CD ページをご覧 < ださい。 


テレビ 



DVD プ レーヤー 


(D 


映像 

出力 


A 


巧デジタル 
出力 


-ファーを接続ずると、よりダイナ S ックなほ音を楽しめます。 


接続ケーブル 

政下の順番で接続して < ださい。 

①ステレオピンケープル(付属） 

( D 光ファイバーケーブル(光デジタル接続もする場合） 

⑤ ニュー表示用ビデオケーブル(付属） 

④光ファイバーケーブル(付属） 

感 DVD 用ビデオケーブル 

® ヴブウーファー用ピンケーブル(ヴブウー つ了 一を接続する場合） 
《この接続例では、付属のデジタル音声ピンケーブル(程)は使用しません。 


- 


光ケーブルは、キャップ 
を外し(キャップ付きの 
場含)、向をを確認して 
接続してください。 


# 鑽 國國參 


AUX 

同扣 






YSP -900 


® 

caiQiih 



ACl 日日 V コンセントへ 


ぶ-ヒント 


すべての接続び終わるまで、 
電源プラグをコンセントに 
差し込まないでください。 


ヴブウーファー接続後は、サブウーファーの電 
源をオンにした状態で自動設定を行ラ（裏面） 

か、詳細設定の「バス出力」を「サブウーファー」 
に設定してください嫩扱説明書7日ぺージ)。 


サブウーファ 


YSP- 900を自動設定ずる 


オプティマイザーマイクを YSP -900 に接続し、設置します。 

本機では付属のオプティマイヴーマイクを使用ずることにより、各チヤンネルの設をを自動的に調節でをます。下図を参考にしてマイクを接続-設置してください。 

オプティマイザーマイクを本機の OPTIIVMZER MIC 端子に接続します。 




簡易マイクスタンド(付属） 


マイクスタンドは自動設定で使用すると便利です。 

左図のよラに組み立て、オプティマイヴーマイクを上に置い 
て使用します。 


マイクを実際に視聴する位置に設置します。付属のマイクスタンド（上図）などを利用して、できるだけ視聴時のちの高さとなる位置に設置 
して < ださい。 




マイクは本機から1 .8 mL ソ上離し、本機の中む線上に設置し 
てください。また、本機から上下 IrnLU 内の位置に設置して 
<ださい。 

ソファーの背もたれなど、マイクと壁の間に障害物びある場 
合には、障害物を移動したり、マイクをより高い場所に設置 
してください。壁に接している家具は壁と見なしますので障 
害物ではありません。 


マイクの設置び完了した5、本機を自動 
設定します。裏面へお進みください。 


裏面へ 1 

j つづ < J 


©2006 YAMAHA CORPORATION All rights reserved. 



















































































































































































































「表 @ か 5 YSP - 900を自動設定し、最適な視聴空間をつくります。 


のつづを, 


接続-設置したオプテイマイヴーマイクを使用して U スニングルームの環境などを測定し、さチヤンネルの設定を自動的に調節します。 

測定中は大さなテスト音び出力されます。ルさなお子様びお部屋にいる場合やお部屋に入ってくる可能性びある場合は、自動設定機能を使用しないで<ださい。 


〇 


■ J モコンの電源キー 
を巧す 

本機の電源び ON になります。 

サブウーファーを接続している場合 
は、サブウーファーの電源を入れ 
て、 「 VOLUME 」 を半分または半分 
よりややルさめ(ち図参照）に設定し 
てください。 

サブウーファーにク□スオーバー/ 
八イカット周波数の調節機能びある 
場合は、 rCROSSOVER/HIGH 
CUT 」 を WAX 」 （ち図参照)に設定し 
てください。 



サブウーファー 


0 テレビの電源を入れる 


〇 決定キーを巧して、測定を開始する 

テレビに下のよラな画面び表示されます。 

ぶ-ヒント 

• 測定中はお部屋の外に出てください。 

-測定開始か日完了まで約 3 分かかります。 

• 測定中に自動設定を中止したし場合は、戻るキーを巧してください。 


I CH レ N ル メ=ュ- H 



測定中の項目に従って、画面び自動的に切り替わります。 

エラー音(ブヴー音)び出力され、画面にエラーメッセージび表示 
された場合は、「エラーメッセージとエラー後の操作について」 
(取扱説明書41ページ)を参照して問題を解決してください。 
その後、戻るキーを巧して手順已か日再度設定してください。 


0 テレビの映像入力切替を操作して、 
YSP -900 の映像に切り替える 

表面の接続例のよラに、メニュー表示用ビデオケーブルをテレビの 
映像入力2に接続した場合は、テレビの映像入力を「2」に切り替えま 
す。 


測定び終了すると終了音(チャイム音)び出力され、下のよラな画面び表示されます。 


く表示例1〉 


測定結果 

測尉唯了しました 

ビームモード：5ビーム 
サブウ- ファ-: ち 

[游]:關する 
[戻别：設定しない 


〈表示例2〉 


測定網 

測尉が了しました 

離チェック... [ N な 
ビ-ムモ-ド：日ピ-ム 
サ巧-ファ-:ち 

巧固：關する 
おる]:醜しない 


《本機の設置位置や 
サブウーファーの 
有無などにより、 
結果表示画面は異 
な0ます。 


〇 TV / AV / YSP スイッチを YSP 側に 
スライドさせる 

YSP モードに切り替わります。 



© 設定をち効にずる場合は巧定キーを、 
無効にずる場合は戻るキーを巧ず 

手順7で〈表示例1〉のよラな画面び表示された場合、決定キーを巧す 
と下の画面び表示され、2秒後にメニューび消えます。 



設定び咨了しました 
マイクをかしてください 


0 自動設定キーを2秒な上巧す 

テレビに下の画面び表示されます。画面び表示されない場合は、表 
面接続例の「③メニユー表示用ビデオケーブル」び正しく接続されて 
いるか確認してください。 

■ テレビ 人力！交雜マク。 ■ 

■ □ □ □ □ ■ 

I 音■モード自動設定入カモードスリーブ I ^ 

■ □ □ I ^ 

I 5ビ-ム3ビ-ム I 


自動關臟|華備 

マイクを臟 L / てください 
マイクをホがの師で鄙 1,8 m 器し、 
正しし请さに調1/てください 
測定にはおよそ 3 分かかりまず 
游を巧した 5 部屋か 5 出てください 

缺赶： P 骗原る]:中止 


戻るキーを巧して、設定を無効にすると初期画面に戻ります。 

手順7で〈表示例2〉のよラな画面び表示された場合、決定キーを巧す 
と下の画面び表示されます。 




醜り嘴了しました 

測定中閱境ノイスびちりました 
再韶ずることをちすすめしまず 

巧茵キ-を巧してください 


この場合、取扱説明書41ページの「エラー E -1 」をご参照ください。 
再度測定する場合は、決定キーを巧してメニューび消えたことを 
確認した5、手順已か日操作し直してください。 


0 


マイクの位置についてな下のことをお 
認する 

• 本機の正面に設置されていますか。 

• 本機か b 上下1 m じ(内の高さに設置されていますか。 

• 本機から] .8 m じ(上離れた場所に設置されていますか。 


© 


マイクをがす 

設定完了です。マイクは大切に保管し 
て < ださい。 

測定結果は本機に記憶され、電源を 
切ってち初期設定値には戻りません。 




〇 リモコンのビームモードキーを}甲して、ビームを変更する 

ビームモードを変更することにより、ステレオ再生か日已 .1 チヤンネルのマルチ 
チヤンネル再生まで已種類の再生モードをお楽しみいただけます。 

ビームモードについては取扱説明書49〜已□、已己〜已8ページをご覧ください。 


1 5ビーム ST +3 ビーム 3ビーム B 

の回回 I 

曰 巧 〇勺 

_ 音楽 _ 映画 スボーツ ■ 

mm mm m 



音声をサラウンドで楽しむ 


テレビや DVD の音青をサラウンドで楽しみます。 

テレビや DVD の機能または操作については、ご使用のテレビや DVD に付属している取扱説明書をご覧くださし、。 
本機の音量は30程度に設定し、「手順已」で必要に応じて調節してください。 


テレビを視聴する 


DVD を再生する 



テレビのリモコンで、見 〇 
たいチヤンネルを選ぶ 


テレビの映像入力切替を操作し 
て、 DVD の映像に切り替える 


0 本機のリモコンのテレ 
ビキーを巧す 

テレビの再生モードに切り替わります。 


© 本機のリモコンの DVD キーを 
巧してか6、 DVD を再をする 

DVD の再生モードに切り替わります。 



一 了レこ- 

入力2 マクロ 

ロロ 


音■モ^1〇3宙|西を入カモ^ドス U - ブ 


I 


チューナービデオ DVD AUX 

I _ ) C — ~3 

M：\k 


咎料皆 


〇 テレビのスピーカーか6音声が聞こえる場合は、音声が聞こえ 
な < なるまでテレビの音量を下げる 

ご使用のテレビの U モコンを使つて操作してください。 


0 リモコンの音量+/—キーを巧して、音量 
調節する 


0 


を国 


■ J モコンのビームモードキー （ST + 3 ビーム）を巧して、 
デジタル信号が本機に入力されているか確認する 

DVD ソフトの己] ch サラウンドデジタル信号や、テレビの日 S / 地上デジタル放送の信号を再生しているときは、 
フ□ントパネルディスプレイに cHs 、 AAC 、 皿 DIGITAL のラちいずれかのインジケーターび点灯します。 
インジケーターび点灯しない場合は、 本機と DVD プレーヤ ー/ テレビがデジタル接続されているか、 または DVD 
プレーヤ ー/ テレビ側のデジタル出力設定がオンになっているか ご確認ください。 

か-ヒント 

サラウンド確認用 DV □(付属)を使用ずると、 DVD プレーヤーから本機にデジタル信号び入力されているか確認ずるのに便利です。 



AAC 


110^1 


YSP - 900のサラウンドサウンドはお楽しみいただけましたか？リスニング環境をより詳細に設定 
したい場合は「本機を詳細に設定する」（取扱説明書63ぺージ〜）をご参照ください。 





































